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2. 三五口口 葉

語葉その 1.名詞語葉

( 1 )人体関係の語量

体の部分に関する語嚢

頭

t s山 uru(頭) ka m a t s i， k a m ?t tJ i とも

いう。昔は tsiburuをよく使ったが，現在で

は kamatJ iをよく使う。

kamatJinu '? itfasa (頭が痛い) kama 

tfinu jadIともし、う。 kamatf i ga i: (頭

がよい) kamatIi siki (頭の髪をとかす)

kamatIi k'?i: (髪を刈る)

kamat!inu FunI (頭蓋骨)rあたまの骨 j

という表現。

kamatfinu tf'?id3i (脳天)rあたまの頂」

とし、う表現。

kama tJ in ki: (頭髪) rあたまの毛」という

表現。

I i j agI (白髪) nukigi (抜け毛)

maUguja (ちぢれ毛)男女を問わない。

ma{)gujagamatfi (ちぢれ毛の頭)

damp 8 ts I (断髪・散髪) 整髪すること一般

をいう。髪を分けるときには warIdampats'l 

とb、う。

ma tf i d3 i (つむじ)

t?a:tsi matfid3i (二つ巻き)t;> a: t s '1 

matIid3ija daitan (二つ巻きは大胆者が

多い)

maki (つむじ)ともいう。 ci d3ai maki 

(左巻き)

hagi gama tf i (禿げ頭) hag i t s?ibu ruと

もいう.

gunuFuku (ひよめき) 赤坊の脳天でピクピ

ク脈動している部分。

gunu Fukunu '? igukjun (ひよめきが動く)

c i d3urukiともいう。これは沖縄のフールチ

に対応する語。

I irakumo (しらくも)

'? ikki (ふけ)魚のうろこと同じ表現。

no :miso (脳味噌) 共通語からの移入語。

顔

tsira (顔)顔面全体をいう。頬も含む。

t s i ran t uI i (頬骨)

m e : Fu t f e': (額)r前額」という表現。
me: Fuqe :nu ta: sa (額が高い)

maki (居間)牛などを屠殺するときに，

maki '?utfi (屑聞を打つ)という。

I iwa (しわ)

?umuc i d3a (面のしわ)

ware : k '?ubun (笑くぼ)r笑い空み」という

表現。

kumikan (こめかみ)

m i n t I a b u ku r u : (おたふく)

min tsi t u: (頬かむり) minは「耳J， 

ts・r'tu:は「包む」で， r耳を包むJという
表現をとっている。 r包む」の終止形は ts'1 
rnmjunとtsimmjuiの両形である 。

maju (眉)

majugi (眉毛)

migabu (眉の高くなっている部分)

mimatsIOi・(まつげ)

m'l'ma t s'i ginu nagas a (まつげが長い)

、EA、EA



mi : (目) ;>Ibur'e : (ものもらい)

mIntama (黒目) ;>・ibur'e: nu ;> i d3 i ti (ものもらいが出る)

tfpuggwa:(瞳) tS;> uは「人J， gw:::: mikko: (盲) 最近では mikura:という。

は指小辞で，目の中に写る人影からの命名で nada (涙)

ある。 miOkusu (目やに)

goro: d3ammI: (大きい目) mi ;> u tS i (まばたき) i目打ち」という表現。

;> injam・i:(細い目) 匁i?utS'1ともいう。

mid3i : (目の縁の総称) i自民」に対応する mi;> utsi Sun (まばたく)

語と思われるが，目頭も含み，目の縁全体をさ mIma i (めまい)

すようになったのであろう。 mikakuSi (めか くし)

mI d3 i: haga: (目の縁が眼病で赤くただ m'int si : (目に入ったごみ)

れた人) haga: は「禿げた者」の意。さら hana (鼻)

に重病だと miJuppa:という。 hananu ta: sa (鼻が高い)

ml・Futa(まぶた) i目蓋」という表現をとり， hananu tsImati (鼻がつま って)

沖縄方言や八重山方言の「目の皮Jという表 hana k?ud3 i ti (鼻をほじる)

現と異なっている。 mi!Oko!ともい う。 Si S i bana (稽鼻)匂いをかぎ分けることがで

がI'Futanu kubudi (目がくぼんでいる) きる良い鼻。猪が良く匂いをかぎ分けること

「一重まぶた」は ko:mI:という。これは ぷできるところからの命名である。

「皮目」という表現である。 猪は Si S iという。共通語の獅子鼻とは別語。

「二重まぶた」は t%:m・1:という。これは S i ppi ribana: (低鼻・鼻ぺち ゃ)

「二目」という表現をとっている。 hanansaki(鼻の先)

m・ibutsi: (目がはれぼったい状態) hanammi: (鼻の穴) m・i: は「目」で、小

tarImI (たれ目)共通語からの移入語。 穴一般を指す。

ka tamikko: (片目) mikko: は 「 盲 」 の意。 hanammï~ nu xI: sa (鼻の穴が大きい )

miSuppa: (眼病の一種)目の縁ぷ真赤にただ hanagi (鼻毛 )

れる。トラホームな どからもなる。 hanaginu nagasa (鼻毛が長い)

toraho: mi (トラホーム) ムが「目 」と解 hanag'1 n'1' gi (鼻毛を抜け)

されて mlになっている。 hanamidzi (鼻水)

santukim・i: (鳥目) hanadai (青鼻)r鼻たれ」という表現。

tuimi: (やぶにらみ ) トリメとい う表現で hanad3 i (鼻血 )

あるが， Iやぶにらみ」の意味に転じている。 hanad3i nu ;> i d3 iti (鼻血が出る)

「鳥目」のことは santukimI: とい う。 卜 hanaokusu (鼻 くそ)

リメが「やぶにらみ」をあらわすのは沖縄奥 hanankusu turI (鼻 くそを取れ)

武方言でもみ られる。 kabaSa (良いにおい)

tJikjami (近眼) tsikjami:ともいう 。 kusasa (悪いにおい)
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kada (匂い) i悪いにおいJも「良いにおい」

もいう。動調として kadaS i : ， kadaSu i ， 

kadaSunがある。

ni: ki (し、びき)r寝息」という表現。

「寝息」そのものをあらわすことばはない。

mini: (耳) minともいう。

mini: k?ud3 i ti (耳をほじくる)

minnu ?itIasa:(耳がし、たい)

nubusi t i minnu sa: sa I i (のぼせて耳

鳴りがする)

minnu tu:sa (耳が遠い)

minnukusu (耳くそ)

minnuku su tur i (耳くそを取れ)

mindari (耳だれ)

mintabu (耳たぶ)

mi{)ko: (つんぼ)

k~tSi (口)

? U i s・l・ba(上唇)

Iasiba (下唇)

上下唇の総称はない。 slbaは「舌」の意。

ci g'i (髭)

?wacig'l (口髭)i上ひげ」という表現。

1 ac i g'1 (顎髭)r下ひげ」という表現。
Sacig・i nubaSi (顎髭をのばせ)

?junIa (唖)

?junIa: nati (唖になって)

?igj ani (どもり)

? ig jan'i na ti (どもりになって)

?igjani Iun (どもる)

mitsigutS i (兎唇)

tsiz'i (唾)

tsi z"iba ha tJi (唾を吐く)

juda ri (よだれ)

judari takkj abu i (よだれをたらす)

takkjabui は「吐く」の意。

j udaribo: (よだれをたらしている子供)

kasigui (疲)

S i ba ， s 'l'ba (舌)

Sibaba kadi (舌をかむ)

ha: (歯)庖丁や鋸などの刃にもいう。

ha: nu jadi (歯がし、たい)

ha: nu wur・1"ti (歯が欠ける) i折れる」

とし、う表現。

nu : 9 i nha: (鋸の刃)

me : ba (前歯)

?ukuba (奥歯)

k? i : ba (犬歯)r牙Jのこ止。動物ー般も同表現o

?adaruba: (八重歯)

waUgu tS i : (出っ歯)

wamba (歯並からはずれて生えた歯)

muS i ba (虫歯)

haS iS i (歯茎)

haukusu (歯くそ)

? iki (息)

?iki Sun (息をする)

kui (声)

kui ?id3aSi (声を出す)

kui kutSin kikjaran (音信も聞こえない)

「音信」には kui ku tS iとし、う。

沖縄では ki: (声)だけで「音信」の意をあ

らわす。

xi : saukui (大声)

hanampo: (鼻声) hanampo，: jumi taとも

いう。 r鼻にかかったことば」という表現。
jumantSu (無口の人)

?iSo:biki (口笛)

? iIo: biki Iun (口笛をふく)

? akub i (あくび)

t凶an叫1凶ts'il
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tantsikjun (咳をする)

t a n t s i ku b a (咳をするから)

tantsikuna (咳をするな)

sakurabi (げっぷ)

?uJugutJi (陰口) I後nJとし、う表現。

?uJugutJi ?itfui (陰口を言っている。

陰口をたたいている)

warukutf i (悪口)

warukut f i be : コju: na (悪口ば.かりを言

うな)

? agu (顎)

?agunu hadzirit・l'(顎がはずれる)

?utuge: (おとがい・顎先)

?wa? agu (上顎)

首

k?ubi (首)

k?ubinu nagasa (首が長い)

k?ubinu ma: ran (首がまわらない・身

動きできない)

k?ubis・idz i (首筋)

gunuFuku (うなじ)

nudu (喉)

nudunu kawa tf i (喉がかわいている)

ts?urugi (喉仏 )nudui tspu rU91 とも

し、う。

nududzi ru (喉彦)

nudu idz iru (喉・食道)

tf?imami (けんよう重の病気) けんよう垂

がたれさがって来る。

肩

ka ta (肩) とくに肩の先の骨の部分をいう。

S iki (けんびき)

S i k i n u ? i d3 i (肩がこる) Iシキが出て」

と表現する。

X '1 r a b u n l' (かいがら骨)

手

ti: (手)

? udi (腕)老人の中には後縛だけをいう者

がある。カイナ止いう表現はない。

tIncija (手の平)

t'i kub i (手首)

tl'd3a (手首の曲る部分)

c i d3 i (肘)

t"ikko: (こぶし)

tikko: ts'ikjun (こぶしを突く)

?ujubi (指)

?ujubi magitai S'1・tJa i (指を曲げたり

のばしたりする)

?ujubinu saki (指先)

?ujubinu mata (指と指の問)

?ujubinu mutu (指の根元)

Fll: ? u j ub・l'(親指) i大指」という表現。

tS?usaJi ?ujubi (人差指) tJ?usaJi: 

どもし、う。

na: ?ujubi (中指)

nanaJi ?ujubi (薬指) nanaf i : とも

し、う。

ku jubi (小指)

子aj a (指紋) tin ?aja ともいう。

tsimI (爪)

tsim・lnu hagari: n (爪がはがれる)

tsImi k?i: (爪を切る) ツメルは用い

ない。

tsimamu: ru: (爪の中が膿むこと)

tsimIgkusu (爪垢)

cid3aidi."kko: (左きき)
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胴

waki (脇)

wak i kusa sa (脇がくさい)

waki bara (脇腹)

wakibaranu ?itSasa (脇腹が痛い)

wakigY (脇毛) wakicigl ともいう。古

くは wakikugi ともし、っfこ。

munI (胸)

mun'inu ?itSasa (胸が痛い)

so: kubunI (肋骨)

municigI (胸毛)

tIつi: (乳・乳房) 最近は tS?i busa (乳

房を移入している)。

tf? j: numaS i (乳をのます)

trinu k?utSi (乳首)

muni?u tuS i (みずおち)

muni jan (胃けいれんで病む)

wata (腹) wa ta :ともいう。

wata jan (腹痛)

wa tanu S i tS i (腹がすく)

wata つippa i (腹いっぱい) tsIma i 

kamY ともし、う。

n?a: ra wata: (五分ほど食った腹)満

腹になっていない腹。

Fusu (ij膏)

Fusu ts'igi (瞬の緒を切る) tS-l-9 i 

は「継ぐ」で， r切る」の忌詞。

gamaku (腰のくびれた部分)

gamakunu ? u tS i t sika ti (腰がくび

れて細くなる) 腹がすいて腹と背がくっつ

いている状態をいう。

ka j a buni (坐骨)

kugI (陰毛)

ピintama (皐丸 )

mara (陰茎と皐丸の総称)

maran so: (陰茎)

c i: (陰門)

mai (尻)

mai buni (尾甑骨)

mal は「尻 」の全体の称で，沖縄北部瀬底

島でも用いられる。沖縄南部では「尻」はチ

ビと言い，マイは「虹門jの意に転靴してい

る。

wa tado : saku (内崎全体の称) 魚などは

wa ta という。 wata ?id3aSi (魚の臓

物を出せ)

mami: (心臓)

Fu : ge: wa ta (胃袋) 最近は胃のことを

? i : とし、う。

magu i wa ta (腸)

mIdzl wada (腎臓)

Fuku ri wa da (腎臓病)rふくれる腹」

という表現。

Fusun wu: (臓の緒) k~ imu (肝・肝臓) 肝は「心」の意味にひ

Fu: bu su (出瞬) r大瞬」という表現。 ろがっている。 νimunu j ad i (心がし、た

kuI i (背中全体の称) 共通語のコシより意 む)。ただし， r心が広い」は ku:runu 

味領域が広い。 r背骨Jは kuSibuniとも， ci rusaのよ うに， ku: ru を用v¥，kつlmu

nagambuniともいう。ナガ、ンは単独では用 は用いない。

いなし、。 mune:(肝臓病)

kuIi magaja: (せむし)r背中の曲った者J kワi:wada (黄胆)

という表現。沖縄のコーダーは用いない。 Fuku: (肺臓)
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m.idzIgun (勝脱炎)

脚

matabasI (股)

matagI: (股にわかれている木)

mumutabura (腿) 足の膝より上の部分。

hag i (足)古語の「はぎJは「膝より下でく

るぶしより上の部分」をいうが， hagiは腿

から爪先までの全体をいう。

ts・ibuJ i (膝)

tS'l'buIinu sara (膝小僧)

ka ras 'l'nI (腔) kubura (こむら)と対を

なしているかたい骨の部分。

kubura (こむら)

hagin k?ubi (足首)

?wa:bija:(足の甲) i上へら」という表現。

? adu (瞳)

の肉。普通，皮が付いているところから，

「皮身」という表現をとったと思われる。

ポJutIi(命)

kut si b'i (沈)

h凶1国ad白ziki (いれずみ) 古くは女性が「μb、れ

ずず、み」を手にほどこすことが普通であつた。

? a 川ja山ha吋dzI刊i

(綾)は) iおもろ」などに多用されている

美称辞と同じもの。

ワuokju (膿)

つugkju つid5 aJ i (膿を出す)

kasaoko: (かさぶた) iかさの皮」 という

表現。

kaazeciki (風邪)

Iiogei (片足とび)

du: (体)

du: k?jo:tJi (体をこわす)

hagin saki (爪先)i足の先」という表現。 ko: (皮)

共通語では「爪先」といえば「足の爪の先J tsIge: (関節)

だけを指し，手の爪は含まれていない。

Jabija: (足の裏) i士ふまず」を含む足の

裏全体の称。 bija : は「へら」に対応する

宝五
日ロ。

k?urnrni (足跡)

体の全体に関する語嚢

xIguru (垢) iへぐろJに対応する語で，

意味は「垢・よごれ」をあらわす。

x"lguru ?utusI (垢をおとす)

? a s '1 (汗)

? asidarako: (汗かき)

?asibu (あせも)

kurnugja: (あばた・あばたをもった者)

kawarni (あぶらみ) 脂のついている部分

tsig話:nu hadzir j (関節がはずれる)

k?idz; (傷)

jatJu: (実)

jatIu: jaki (突をすえる)

rnaJiJi (筋肉質の肉)

つappe: (具合)

つapp・e: warusa (具合が悪い)

kus u i (薬)

kusui nun (薬を飲む)rnIgusui (目薬)

kusu (糞・大便)

kusu rnai (糞をする)

rna 1 は古語の「まる Jに対応する語。

sjkits'iki (けいれん・ひきつけ)

S j・du (血管) tJ?i: sidz'j ともいう。

kudaI i (下痢) wa takudaI i ともし、う。

tJ i n'j gabu (こぶ) 頭などをぶつけて出来

p
hリ

可
E
A



るこぶは， ?utI iFukuraI iという。

tattIai ? i: (しゃがむこと) 尻を地に

っけないで坐ること。

I i ba i (小便)

libai Ii: (小便をする)小便をマルと

いう表現はない。

sidzi (筋)

sidzInu tf~igatï (筋がちがう)

lamad3 iki (正坐)

lamad3 iki Iun (正坐する)

taki (丈)

takI nu Fud.e: (背がのびる)

timami・(たこ)手足にできる豆状のかたく

もりあがったもの。 mami ともいう。

kuIaba (たむし・いんきんなどの皮膚病)

tf? i: (血)

tIつi: nu ? i d3 i t i (血が出る)

ts? .ikja r a (力)

ts?ikjaranu ? i d3 i t"i・(力が出る)

duku (毒)

habunu duku (ハブの毒)

tUihada: (鳥肌)

nikun (にきび)

nlkunnu ? id3 i ti (にきびが出る)

harami (妊娠)

haIije: (走り合い・競走) haI i : lu: bu 

(走り勝負)ともいう。

gabu (はれもの・おでき) 大小を問わず，

はれもの一散にいう。

bjo: ki (病気) bjo: ki muttIui (病

気をもっ) bjo: ki tsukunai (病気が

強くなる)

引:(毘)

Fi: cijun (屈をひる)

?ada (ほくろ) i癒」 に対応する語であ

るが，意味は「ほくろ」をあらわす。

Funl (骨)

I i ru f i (蒙古斑) ?aod3iruIi ともいう。

ro: mo: (もうろく)

?J."mi (夢)

γ1・mI mi t[an (夢をみた)

(2)人間関係の語嚢

tIつu (人)

j iijga (男) jiijganu kつwa (男の子)

wunagu (女) wunagunu kつwa (女の

子)

duI i (友だち) 浦上では dusiという o

? u ja (親)

d3U: (父) 古くは ? addze :といった o

? amma (母)

mama ?uja (まま親) まま父とまま母の区

別はない。

νwa (子)

? i nasaijk?wa (小さい子)

? a: k?wa (赤坊)

warabi (子供・童)

tつaggwa: (ふたご) 浦上ではいakkwaと

し、う。

?ujamade: k?wa (みなし子) i親迷い子」

という表現。

mo:kるνwa(私生児) 浦上では niijg oro 

kkつwa(ねんごろの子)または kakur・ikkf

wa (隠れ子)という。

Futt[U (老人・おとな)

?atadan FuttIu nati (いつのまにか老人

になった)

n.l.s.e: (青年)

me : rabi (女童)
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t uS i (年令)

ド i: duS i (同い年) tati ともいう。

j intuS iともし、う。

j a: (家)

wa: kj a，: j a: (私の家・家庭)

na，: kja: ja: (あなたの家・家庭)

?urikja: ja: (お前の家・家庭)

ja: nindzu (家族) 浦上では kened3 0 

とu、う。

har 0 : d3 i (親咳・一族)

sInso: (先祖)

FuS S u: (祖父) 古くは?u : d3 u :といった。

homma: (祖母)

kjo: de: (きょうだい)

?anjo: (兄) 古 くは jamml: といった。

浦上では， ml:とも， mikkwaとも， ja 

kumoi ともし、う。

?ututu (弟) 年下のきょうだいをいう。

男女ともに用いられる。

n"e : (姉) 古くは ba: といった。

浦上では?aS e またははSekkwaという。

wuna i (女きょうだい) 男きょうだいからい

う語。姉は sidawuna i ，妹は wunaiとい

う。 wunai に対する男きょうだいをあらわ

すヰキーという語は廃れて用いられなくなっ

ている。 kj0: de': (きょうだい)は男女と

もに多用する。浦上では wunai (女きょう

だい)も ji : r i (男きょうだい)も用いら

れている。

?ututuggwa (末っ子) 男女に用いる。

浦上では?u tutukk?waという。

sI da (年上) 男女の別なく年上の者をさす。

長男・長女の意でも用いる。 ?ututuの対。

?ututu: (年上) 男女の別なく年下の者を

さす。

?atutui (あととり)

maga: (孫)

ma tamaga: (ひまご)

cimaga (ゃしゃご)

「ひまご」に対応する語形は 「ゃしゃご」の

意味にずれている。

浦上では mワaga(孫、) ma tam ?aga (ひま

ご) cimつaga(ゃしゃご) kan話mワaga

(その次の孫) S l' m '( a 9 a (その次の孫)の

ように呼び分けられる。

wud3 i: (おじ)

wuba: (おば) wubake:ともいう。

mI: wui (甥と姪のこと) もともと m・1:は

姪， wuiは甥をあらわしていたのが，その区

別をしなくなったのであろう。浦上では現在

でも wui(甥)， m"li (姪)のように区別

を保っている。

? i toko ( It、とこ)

Sutunu?uja (しゅうと・しゅうとめ)

浦上では ?ujaSutuといって語順が異なる。

そして， s 'i tukl{wa (こじゅうと) situw 

ud3 i (義理のおじ) s・l・tuwuba (義理の

おば)という言い方がある。とくに「しゅう

とjと「しゅうとめ」とを区別しない。

sa t 0 (里)

mikjamudui (里帰り)

wut tu (夫)

tud3 i (妻)

tud3itu:(夫婦)

これは tud3iwuttu (妻夫)という複合語か

ら変化した語であろう。浦上では tud3utu

という.複合語の順が「妻夫」になっている

のは， r万葉集」などの「母父」などの順と

対比されよう。

「嫁ぐこと Jは ja:tatSiといい， r妻をも
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つこと」は tud3ikame: i とし、う。 i分家

すること jは ja:wa iという。 沖縄ではヤ

ータチュンといえば，分家する意になって，

湯湾とはずれている。

j ing ada t I i : (寡夫)

wunaguda tI i: (寡婦)

ka tagu: (片方・不揃) もともと一対であ

ku i ku tI i (音沙汰)

kuikutIin kikjaran (音沙汰も知れない)

tu 凶:(喧嘩) 浦上では torai という。

浦上では子供の言い合いなどは jod3ai とい

う。湯湾でも，浦上でも，沖縄のオーユンに

対応する語がない。

mつantu凶:(馬のけんか ) さかりのついた

るべきものの一方が欠けること。夫婦ならば‘ めす馬を前において，おす馬同志でけんかを

どちらか片方が欠けることにもいう。 させる。宮古に も同様の風省があ る。

n'inguru (めかけ)古語の 「ねんごろ 」に対 mつanhaIi je: (草競馬)

応する語。浦上では n1{}goro という 。 ?uIintur'e: (闘牛 )

ja: ntfu (下男・女中)i家の人」という表 tuinuture: (闘鶏 )

現。最近では ts1ko: rube:という 。 kumanda: (倹約者)

これは「使われ人」の意である。 凶:は「部J Fu t i gu t u (小言)

に対応する語であろう 。 cigurusama: (寒がり)

k?wadaki bし(子もり) 浦上では sikuntoremunとし、う。

浦上では k?wamoriという。 te : n i: (ていねい・大事)

?asan'i (朝寝)

?asan'lbo: (朝寝坊 )

?araga ja: (あばれん坊) 動詞は?aragai 

(あばれる)という。浦上では ?ogore (あ

ばれる)とい う。

?icira: (甘ったれ)

? i : kuna: (言い争うこと)

? i : kuna: Iun (言い争いをする)

Jo: wari: (意地悪)

junibu i (居ねむり)

s Iro : (嘘 )

siro: banaI i: (嘘の話)

I i n ?i t I i b a n a I i (あてにな らない話)

「千ー話」に対応する語で，干のうち一つの

確率がある話という意であろ う。

ja: gjo: sutunakja: (内弁慶) 浦上では

jambiI iとし、う っ

t話:n i : I i: (大事にする)

nakja: (泣き虫)

danno: (怠け者) s '1 n i t 0 : r a :ともいう。

n'i gu t u (寝言) n l' 9 u t u I a: (寝言をいう

A) 

IabitIiki:(夢遊病の気のある人)

n'ikusI (寝相) i寝癖」とし、う表現。

n ikusI nu warusa (寝相が悪い)

cimma judun (昼寝 )

judun は「淀むjに対応する語で， r休む」
の意をあらわす。

ka t t e: I 0 : b a i (わがまま者)

(3 )生物関係の語量

ki damun (獣) コikimun (生きもの)とも

いう。浦上では νimmun という 。

wumun (雄) mImun (雌)

_. 19 -



hamme: (食物一般) I飯米」に対応する語

で，人間や家畜の食物一般をいう。 ;>wamm

un (豚の餌) ? uI imm un (牛の餌)

m? ammun (馬の餌) j idu (魚を釣る鵠)

kabuI i (蒔き餌)

ts・ibbjun(交尾をする) tsibbidatJi 

(さかりがつく)

? i n (犬) γin ともいう。

jama nan ja ?inna wuran (山には犬は

いない)

I i I i (猪) 猪を捕えるための落とし穴を

IiIigumuiという。現在では wanaともい

う。猪のようににおいをよくかぎ分けること

のできる鼻を IiIibana という。

浦上では sis・iという。

;>uIagi (兎)

?uIagioko: (兎の皮)

?uI i (牛) Fu: gutui (大きい牡牛)

Fu :は「大J， ku tu iは「牡牛J0 ? unan 

(牝牛)

k?wa ;>uI i (仔牛)

?uIe: tsusa i (牛は強い)

牛馬を前進させるときは hoi，止まれと命ず

るときは do:という。浦上では前進は hai，

止まれは do:，来いは meimei という。

mつa: (馬) wu: ma (牡馬) mi: ma 

(牝馬)

m?aok;>wa : gwa : (仔馬)

ko : mor i (こうもり)

saru (猿)

nja: (猫)

nidzIn (ねずみ)

;>wa: (豚)

cind3a:(山羊)

kud3 i ja (鯨)

;> ac i ru (あひる)

tI ?a ttf? agwa: (うぐいす)

kamo: (鴨)

garas i (からす)

ju: mundui (雀)

taka: (鷹)

t u i (鳥) Iにわとり」にもいう。 kagan

(鳥のとさか) tatIi kagan (ピント立

っているとさか) ?iIikagan (石のよう

にかたいとさか) tuinu ja: (鳥小屋)

tu i kago: (鳥篭) 浦上では turi とい

つ。

c i j oko (ひよこ)

ha t 0: (鳩) ? 0: ha tu (やま鳩)

cu，: su (ひょうどり)

mja: tsikiFu: (ふくろう) そのq鳥き声は

k?UFU k?uFuとし、う。

med3iro(目白)

s 0 : mud3 i ja : (いもり) Iとかげ」の意にも

なる。

b iki， bikkja: (蛙) ?otton (食用が

える)足にケンがある。

kami (亀)

habu (ハブ・蛇) garasubi (からすへび)

mattabu: (黒と赤がまざっている蛇)

? 0: nad3 i (青大将)

ku: ha: (まむし)

jamori (やもり)

? iju (魚)

munad3 i (むろあじ) gatsun(ひらあじ)

j a d3 i (鮎)

? unag i (鰻)

kasu，: (鰹)

Iunabui (かれい)
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k?iUgjo (金魚)

koi (鯉)

saba (鯖) ?akisaba (秋鯖) gun i kun 

(青鯖)

tI? i n (しろ鯛) tJ?inuどもし、う。

dod50: (どじょう)

tub i ? i ju (飛魚)

I iki (なまこ)

?ad5abuku (ふぐ) ?abasI (針千本)

Funa : (鮒)

Iibi (まぐろ)

ta: 川 jugwa:(めだか)

bummade (虻) 盆の頃まで居るからそのよ

うに表現するという。

?a: muIi: (油虫・ごきぶり)

?an， ?aniggwa (蟻)

?annusi: (蟻地獄)

gatta: (いなご・ばった)

?ud5i (うじ)

9ad53n (蚊)

d5ara: (かまきり)

?und5o: muIi (毛虫) ?und3o:は「ぼろ

で縫い合わせた刺子のようなもの」をいう。

それを着た虫という表現。

ko: rog i (こおろぎ)

kutsubuta: (こがね虫)

xlsikud3i: (さなぎ)

iissunha : j a: (尺取り虫)r一寸ずつ這う

虫」という表現。

Ii jan (現・髪愚) k? ind3ijan (着物につ

く菰)

?asasa: (蝿)

tIo:tSo (蝶)

kami : d3a: (とんぼ)

nun (蚤)

hai (蝿)

ha tI i (蜂) ts・j'burubatI i : (熊蜂)

mitIaba tI i : (土の中に巣を作る蜂)

gajabatSi (小さ くて黄色で縦に巣を作る

蜂)

muI i ke : ra (虫の総称)

tSI nda i (かたつむり)

gan (蟹) gasama: (海蟹) つaduga: 

(海蟹)

ko : gan (川蟹)

kubu: (蜘昧)

t an (だに)

n a b i ku d 3 i: (なめくじ)

mImidzl (みみず)

mukade: (百足)

mUCJi : (あさり・はまぐり)

つikja (It、か)

ga t sI t s・1: (うに)

つiIutagga: (海老・車えび) つibitagga: 

(伊勢えび) tagga: ()IIえび)

mja: (貝) まき貝のことをいう。

gaki: (かき)

? Ira (くら If') 

tu: (たこ) sigai (手が長く小さいたこ)

tammja (たにし)

? amamu: (やどかり)

suwai (しゃこがい)

tattIage: (しゃこ)

mugi: (はまぐり)

dzibo: (尾)

hagi (足) 人間ゃ動物の足にいう。

nakan (場)
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han.1 (羽・翼)

;> i k i (うろこ)

ko: (甲) kam i!)ko: (亀の甲) gannu 

ko: (蟹の甲)

ki ba (牙) JiSi!)kiba (猪の牙)

t slmi (爪)

ko: (皮)

c i gi (毛) 動物の毛一般。

tamagu (卵) 昔は kuga といった。

kuga na tS an (osをうんだ)

kusu (糞) kusu majun (糞をする)

(4)植物関係の語葉

Jimunai (うらなり)

juda (枝)

kl.n juda (木の枝)

ko: (皮)

ki: nna i (果実)

い: (木)

ki: n J i ba (落葉) ki : nu hana(梢

木の先) kl: n s u ra (木の上方)

kl : n na i (木の実) kin kagI (木の

蔭) kI: n・Ygui (木の恨・切り株)

kusa (草)

kusawara: (草原)

wu inaSa: (狂い咲き)

saS i ki (挿し木)

s .ln (芯)

ki: nu sin (木の芯)

tan"i (種)

tan.i ;>uruSi (種をまく)

tanlmun (種) iたねもの」という表

現。沖縄ではムンチャニという。これは， rも
のたね」という表現。

ts'?ubomi (つぼみ)

ka dz i ra (蔓)

nYgui (根っこ)

kinha : (葉) ha :とも b、う 。

hana (花)

h8nanu so: ri・tan(花がしおれた)

buJ i (節) 単独でも語頭は濁音である。

kimbuJ i (木の節) 必:mbuJ i (竹の節)

Fu: (穂)

n'?ju: n Fu: (稲の穂)

wa: mu i (若芽)

wa:は waka(若)の k→ h→脱落，の変

化を経たもの。 mui は ml:から変化した

ものであろう。 iは発達して Ulになること

がある。人によっては wa:mlともいってい

る。沖縄県羽地で「米」を Fumui というの

も，これと同類の発達であろう。

;> a sa (麻)i麻Jに似ているものに kad3i 

(こうぞう)というものがある。

? a : mam.l: (あずき)

?o : (粟)

;>itSubi:(いちご・野いちご)

日 1.(稲)

nつ1.nFu: (稲穂)

日正 ka i (稲を刈る)

hanS.l (芋) iさつま芋Jのこと。 ?unu(里

芋) d3agaimo (じゃがいも) jamain 

(山芋)

? i!)gemmami (いんげん豆)

;> u i (瓜) ni 9 j aつuri (苦瓜)

jendo: (えんどう)

?amabo:i (がじゅまる)

gaki (柿) jamagaki (山柿) J i bu :(渋

柿) 染料にする。
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ko: d3 I (かび) ko: d3I muijui (かびが

生える)

to: tSlburu (かぼちゃ)

。aja (茅) 語頭は濁音。 sasagaja (ささ
がや) かやぶきの屋根に用いる茅の一種。

mil)gui (木くらげ)

naba (きのこ)

k?wag'l' (桑)

浦上では k?wage という。 nad'ls・i(桑の実)

gobo: (ごぼう)

kubu (昆布)

kunnjaku (こんにゃく)

sakaki (糊)

sakura (桜)

sasa (轡

wugi (さとうきび)

saboten (さぽてん)

ia: buraki (さるすべり)

?uru (珊瑚礁)

tsIgu (掠椙)

Io: ga (しょうが)

suikwa (西瓜)

kuJu (とうがらし)

Jubu i (とうがん)

to: 9 i n (とうもろこし) kusato: gin 

(とうもろこし)と ha na t 0: 9 i n (こうり

ゃん)のように区別する。

tomato (とまと)

na: (菜)

nasubi (茄子)

b i j a (にら)

n話:d3 in (にんじん)

x'iru (にんにく)

niFuka (ねぎ)r根深」という表現.
tamanegi (玉ねぎ)

rII bui ku sa (ねむの木)

kaJ ikja (のり) sunui (すのり)

baJ a: (芭蕉布) baJagin (芭蕉着物)

baJ a: mi: (芭蕉の実・バナナ)

bara (ばら)

p'ikusa (ひえ)

c i noki (ひのき)

co: tan (ひょうたん)

tSlburu (ひょうたんの一種)

s・igInuki (杉の木) ?asagao (朝顔)

ct'its・l・ki (すすき) wubana: (すすきの花) b i wa (びわ)

SItSIdZ'l (蘇鉄)

?a : na i 蘇鉄の赤い実。

飢笹のときには，蘇鉄の赤い実をとり，芯を

加工して食用にした。

do : kunI (大根)

tsibaJa: (ふき・つわぶきのこと)

nabe: ra : (へちま)

mak'l (横) ci totsubaともいう。

ma tsi gI (松)

ma tsinuha: (松葉)

to: Fumam '1 (大豆) i豆腐豆」という表現。 matsInnai(まっかさ)

de: (竹) tuidzI (松の脂)

d'iokwa: (たけのこ) mamI (豆)

t I:lmaneg i (玉ねぎ)

tS a: (茶)

ts'lbaki (椿)

to: FU mamI (大豆) i豆腐立ー! という

表現。

n'ikan (みかん)

叶
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niga (みょうが)

mug i (麦)

mu: (藻)

mumu (桃)

j ase: (野菜) 浦上では jaSe という.

janagi (柳)

ju i (百合) juinuhana (百合の花)

Fu ts i (よもぎ)

gakkju: (らっきょう)

dzImami (落花生)r地豆」という表現。

wakame (わかめ)

wata (綿)

s a n t uk i wa r a b i (わらび)

(5) 自然関係の語葉

?ama (あちら) ? uma (そちら)

kuma (こちら)

me: muk話:(前向き) ?uS umu民: (後

向き) ? a m ak a tS i m u ka t u n (あちらを

向いている) kammuka tun (前に向いてい

る) ? agam muka tun (東を向いている)

da: (どこ) da: ?id3i9a wa:ran (どこ

へ行ったかわからない)

t a ti (縦)

juku (横) majuku (真横)

suba (傍)

tau (平担)

migi: (右) migigawa (右側)

c i d3 a i (左)

? U i (上)

cid3aigawa (左側)

-~ u i nuko: (川上)

S a: (下) ko: nS a: (川下)

manna: (真中)

sakaS ima (逆さ) sakada tJ i (逆立ち)

t S i d3 i (頂) j a m a n tS i d 3 i ( L!J頂)

sura (梢)

saki (先) ho: tS anu saki (庖丁の先)

me': (前) ?uSiju (後)

m活: は「前」のほかに，傍・ところの意を

もっている。

wa:m話: (自分のところ)

tJ?unu me: (他人のところ)

? a n t S ? U n u m e: ka t S i j u n n a (あの

人のところへ寄るな)

jamamme: (山の側)

jamme: nanti ?asibuna (家の前 くと

ころ>で遊ぶな)

?antS?unu me: katSi ja: tatSi (あ

の人のところへ嫁ぐ)

? aga r i (東) ku tS i (東風)

?uk i (西) 湯湾から方角をみると，焼内湾

の沖の方向がちょうど西に当たるところから，

「沖」が「西」の意味に転じたものと考えら

れる<> ?ukikad3 i (西風)

Fe: (南 ) Fe' : kad3 i (南風)

n i S i (北) r北風」のことも niSiとしづ。

niSikad3iともいうが，普通はniSiだけでよし、。

kad3 i (風)

ku tS i ka d 3 i (東風) ?uki kad3i (西

風) Fe: kad 3 i (南風) n i S i kad 3 i 

(北風) maki kad3 i (つむじ風) te: 

Fu: (台風) har aS i (追風・順風)r舟

を走らす」ということからの命名であろう o

? i ru (色)

k?u ru (黒) Ju: (白) ? a: (赤)

? ao (青) ? un ? i ru ともし、う 。r緑」

のこともいう。 kつi: (黄)

kada (匂い)

ko: b i kada (着物のやけるにおい)

na b i tS i k i: ka da ( ごはんのこげくさい

A
せ
円
ノ
お
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におい) na b i t f i k i : は「鍋付きj とい

う表現で， Iおこげ」をあらわす。

?we: da (間)

?a : ga i (あかり)

? ag~' (陸) 海に対して陸上をいう。沖縄で

は海辺の「浅い止ころJをさすことがある.

jama (山) ?oka (丘・標準語的)

k?ubu， saku (谷)

sage: J a (険しい) 刊の:Jan jama 

(険しい山) sage: J an ha te: (険し

い斜面の畑) sage : J an mi tJ i (険し

い道) tJ?id;3 i (頂) wubani (尾根)

?abuJ i (畦)

は西の方角に当たるところから， I西」の意

味に転読している。

?uratJi (浦内)地名。

W8n (湾)

s i: (暗礁)

?umuti (おもて)

?u tu (音)

?aradzibatれ(開墾地)

kaポ: (陰)

kata (形)

katanu kjorasa (形が美しい)

t・}'ogoro(雷) t '10 は「天J，go roは「ゴ

ロゴロ」という擬声語。

t'logoronu ?utijun (雷が落ちる)

浦上では， I畑の畦」は?abus'l， I田の畦J gorogoro (雷鳴)

は tambusi という 。 ko: ()'I) 

mi: (穴・小さい穴・すき間)

?id5igutJi (出口) J.?e : gu tf i (入口)

bUJ immi: (節穴)

?ami (雨)

wuinu ?ami (時々降る雨・一時的に降る

雨・部分的に降る雨・夕立) n agam'l (梅雨)

nagami nu F石tJan (梅雨に入った)

nagam'inu ?agatJan (梅雨があがった)

?atadan ?amI (にわか雨)

? arar'l (あられ)

?amaJudai (雨だれ)r雨すだれ」という
表現であろう.

? u : mI dz '}' (大水)

?arItJ i (荒地) s・l・nad;3i (砂地)

? iki (池)

? i J i (石)

?augan (青岩) ? a : gan (赤岩)

? un (海) 浦上では ?umi という。

?uki (沖)湯湾集落から焼内湾の沖の方向
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nagar i go: (流れ) I流れ川」という表現。

洗濯場でもある。

Fu : ko: (大川) ko : nJ i: (川尻)

mIdzi tamari (水たまり)

? id;3un (泉)

taki (滝)

ko: nubui (J'Iをのぼる) nubuju iとも

いう.

ko: kuda i ()'Iをくだる) kudajuiとも

し、う。

ka.ta (形)

kan'i (金)

kuganY (黄金) Ju: ganY (銀・しろがね)

?a : gan'}' (銅) I銅線」の意にもなる.

kつurugan'i (鉄)

k?umu (雲)

νi r i (霧)

cu : b話: (白がすみ)

kつurube: (雨が降らずに黒がすみにおおわ



れている様子)

'?arabe: (海が荒れてかすんでいる様子)

kIbuts'irni: (全体的にぼやけている様子)

k'i'buf i (煙)

sak i (崎)

湯湾の周辺には karnrnadzaki， ko: radza 

ki， kanendzakiなどの崎の名がある。

hana (岬)

場湾の周辺には tfa:gibana， tornbana、

ju : b irnbanaなどの岬の名がある.

Iu : rn川z'i (塩水)

na i (地震)

nainu jutan (地需がきた)

kjonts・ika kjonts'ika 地震のときの呪岨。

京都は地震がほとんどないから「京都へ京都

へ」といった，と説明して〈れた。

最近は kenotfika kenotfika ともu、う。

また kつwagernutu Iakku rnu tu (桑の元，

谷の元)ともいう。

f irna (島)

部落・集落・故郷の意味にも用いられる。

tf? unf irna (余所の集落)r人の島」つま
り「他人の島jという表現。

kage: (すがた)

s'1'na (砂)

si j u S '1' n a (白砂)

s'ina ': tunna (砂を取るな)

印刷(底)

suko: cu: s a (底は広い)

ta: (田)

t ida (太陽)

t・idanu ? aga t'i (太鳴があがる)

tidanu ?ut'i (太陽が落ちる)

hdanu '?ittfi (太i場が入る)

'?asatida (朝日)

ke : s・l' (台風のかえし)

tarna (玉)

ts 'ibu (粒)

d5 i: (地・地面)

rnitfa (士)

rnu ta (泥)

barnrnitfa (粘土)

rni tf aga bu (士のかたまり)

t'in(天)

c i : (日) ci: nu nagasa (日が長い)

ts '1'k i (月)

Fuf i (星)

tuga i (尖ったもの)

kadu (かど)

s al)kaku: (三角)

f i kaku (四角) rnakkaku (真四角)

rno : ru (丸・円) rno: rusan (まるい)

s 'in (隅) jus1n(四隅・四角)

tuna i (隣)

rnItarnIdzI (どぶ水)

tu r'i (凪)

c i k j a i d u r '1' (ベた凪) 凪で水面が光って

いる様子からの表現.

'?arafi(嵐)

kawaf i (海の嵐) ko:?arafi ()IIか

ら吹きおろして来る嵐)

narnikadze: (浪風)

guta (波) 白波が立っているような波.

gutanu d5anasa iid5iti (波がものす

ごく出た)

narni (波) 普通の波。

fu: (潮)

rnitfifu (満ち潮) cikifu (ひき潮)

ha te: (畑) 家から離れているところにあ
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る畑.芋など主たる作物を植える.

?atai (前庭などにある畑)野菜などを植え

る.

hama (浜)

hamo:cu :sa i (浜は広い)

hadzure， hadz i・ri (はずれ)

mura hadzure (村はずれ)

m?ats・l' (火)

k?wad3i (火事) m?atsinhana (ほの

お) n"dsI (熱)

nltslnu ta:sa:n (熱が高い)

cikjai (光)

cid3Ui (いなびかり)

? a : ga i (ランプや電気のひかり)

k?uras In (開)

kage : (影)

cidu i (ひでり)

rukugwatJi cidui (6月のひでり)

tJ?u (人・他人・余所)

tJ? unJ iman tJi u (余所の部落の人)

自分と同じ集落でない他の集落の出身。

~aja (ひび)

haJi (橋)

jama (山)

ju: (湯)

?atsiki (湯気)

?atsikInu FuiFui ? id3it"i (湯気がゆ

らゆら出る)

kojomi (暦)

?itsI (いつ)

?itsI kjui (いつ来るか)

mukaf i (昔)

s i ts i (季節)

とくに，種子蒔などの季節をいう c

haru (春) natsI (夏) ? ak i (秋)

Fuju (冬) miFuju (真冬)

? ak i (収穫時期)6・7月の頃。

cinjutf i (毎日)

cinjutfi hataraki (毎日働く)

s・ikamauka : dzi (毎朝)

Juruuka: dZ'l' (毎日免)

tf?u:iguJi (一日おき) i一日越し」とい

~aj anu ? id3 un (ひびが入る) う表現。

go : ru: (丸) j u : h aS i: (一晩中)

m・idz・i (水)
tfワu: juggadi (一日中) t f?u :j uは i-

tsi ju (露) 日」のこと

~ 0: (泡) XI・mmamadi (午前中) i昼まで」という表

sa: ju: (白湯) 現.

? a tsiki (湯気) X)・mma: ra (午後の間)

mid3u: (溝) sak i (さ っき)

Janag 1 m・1・dzi(炊事などで汚れたどぶ水) m e: (前)

?igawa (井戸) ?ufiju (後)

tamiki (ため池) ?atu (あと)

mi tI i (道) kunuguru (この頃)

Jamamitfi (山道) kune : da (この間)
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na : tI a (翌日)

ju : Furne: (夜明け前)

ju?aki (夜明け)

河川uki (暁)

?a:tuki xI: (早起き)農家は 3時頃か

ら起きて働いた。

? asa Fu t I i (朝の 5・6時頃)

?asamrna (朝の 7・8時頃)

sikarna (朝) ? asaともいう。

tIa:wui (朝の 10時頃の休み時)

xIrnma (昼)

x.i rnrnawu i (昼食時分)

xIru (昼) 夜に対する語。

Xl・rux'lrnma(昼の 2・3時頃)

santuki (午後の 3時頃)

jantuki (日が落ちる頃)

ju凶:ga ta (夕方)

jumaguri ともし、う。

ju ru (夜) 昼に対する語。

juna: (夜中)

rnajuna: (真夜中)

kju': (きょう)

?atSa: (あした)

?asati: (あさって)

juha (しあさって)

? itsika (五日あと) rnuika (六日あと)

naoka (七日あと)

kりinju (きのう)

wu t tu i (おととし、)

wuhana ti (さきおととし、 )

? i ts'lkan3. ti (五日まえ) rnuikanati 

(六日まえ) naokanati (七日まえ)

sIkama (今朝)

沖縄奥武ではシカマは単独では使わないが，

チュシカマシグ卜ゥ(一朝でできる仕事)の

ように，慣用句の中で化石的に用いられる。

?atIan sikama (明朝)

kつinnu sikama (昨朝)

june: (今夜)

? a t I a n j u n'e: (明晩)

?asatin ju凶: (明明晩)

jubi (昨晩)

kつinjun juru: (一昨晩)

kun ts iki (今月)

kjuntsiki (来月) I来る月」という表現。

? id3antsiki (先月)r行った月」という表

現.

ku tuI i: (今年)

jani (来年)

na: mi tJ u (再来年)沖縄方言ではナーンチ

ュとし、う。

na : ju tu (三年後) na:?itsitu (四年

後)のように表現できる。

kudu (去年)

rnitIunati (一昨年) 沖縄方言ではンーチ

ュナティという。

jutunati (四年前) ?itsitunati (五年

前)

Io : gadz"lki (一月・正月)

nigatsi (二月)

saogwats'i (三月)

I igwa t s'f (四月)

gogwat sI (五月)

rukugwa t si (六月)

c i t J i gw a t S'I' (七月)

hatS igwatsi (八月)

kugwa tsi (九月)

dzu : gwa tsi (十月)
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I imu tsiki (十一月)

Iiwatsi (十二月) ts i は類推によるも

の.

t?i:， t?its・i(一つ)

t?a: tsI (二つ)

mi : tsi (三つ)

ju :t tS'l (四つ)

~ i ts 1 ts i (五つ)

mu: tSl (六つ)

nana ts i (七つ)

ja: tsi (八つ)

k?u: nuts・i (九つ)

tu: (十)

tu :ザi:， d3u: itSi (十一)

nid3u: (二十)

sand3u: (三十)

Jid3U: (四十)

Qod 3u: (五十)

rukud3u: (六十)

IitIid3U: (七十)

hatI id3U: (八十)

kju :匂u: (九十)

caku (百)

nicaku (二百)

Ien (千)

man (万)

tI ?ui (一人)

t?a i (二人)

mi tI a i (三人)

jutai (四人)

~itsïtai (五人)

muta i (六人)

nana ta i (七人)

j a ta i (八人)

kuntai (九人)

tutai (十人)

tJ? uke'・:i (一回)

tSつusa: (一皿)

tJ?uma: i (ー碗)

? i ku t s・i(いく つ )

? i ku t s i ? a i (い くつあるか)

?ikutsi jat'in kurri (いくつでも く

れ)

?ikjassa (It、くら )

? i k j a s s a j a t i n ku r r i (いくらでもく

れ)

muru (全部)

ka tagu : (片方)箸・履物・夫婦などもと

もと一対あるものの片方を欠くこと。

hambun (半分)

bai (倍)

t ?assa (二部) t川 ssa nati (二倍

になる)

m i ssa (三倍)

j us s a (四倍)

gassa (これだけの大きさ)

沖縄では， ?ussa (これだけの大きさ)は

用いられるが， tつassa (二倍)- jussa 

(四倍)のような形は用いられない。

(6) 飲食関係の語藁

?asaban (朝食)

tI a : wu i (朝の 10時頃のお茶休み頃)

c immaban (昼食)

s ant uk i (昼の 3時頃のお茶休み頃)

ju : ban (夕食)

madumun (間食)

Q
d
 
つU



oa rI j am.l. (晩酌)

darYは dar.lju i (疲れる)の語幹， jami 

は「止め」である。「疲れがなくなる」とい

う意である。一日の疲れをl免酌によって癒す

ということからの命名である。

ダレヤメは施児島県指宿地方で用いられてい

る語である。奄美で用いられている語はこれ

が移入されたものであろう。この語は沖縄ま

で及んだと恩われるが，沖縄では現在は弔い

られない。現在の沖縄では du: bun i no: Ji 

といっている.これは「体の骨の疲れなおしJ

という表現で，ダレヤメの発想、と同じもので

ある。

?ad3i (味)

?am"l (飴) ? ame ともし、う o

?an (館)

? udon (うどん)

kat・imun (おかず) ka tiは古語の「経つ」

と同根。動詞は katijui( 主食に加えて食

う)が弔いられる。標準語では「かてて加

えて」のようなイディオムの中に残っている

だけである。

nabitSiki (おこげ) ごはんのほかに，鍋

で煮るものがこげついたものにも用いられる。

kasu: FuIi (鰹節)

kamabuku (かまぼこ) この語は最近移入さ

れたものである。

mun (食いもの) 食物一般をさす。

hamme: ともいう。 hamm話:は語の対応、

からみれば， r飯米」のことであるが，米だ

けではなく，芋など食物一般をさすことがで

きる。

ku: (粉)

mamil}lcu: (きな粉)

gusso: (御馳走)

gusso: tsukui (料理する) i御馳走 」

を作る」という表現。

? uban (ご，::1.ん)

ヨa凶: (お粥)

b・e: r i， b"e: j un [お粥を食べる」こと，

b.c : S unは 「食べさせる Jこと をあらわす O

kumi (米)

? i : ki gum・1 (lI!Tり米)お菓子として用し、

る。

sakugumi (うるち米)

muts.igumi (もち米)

浦上では，とくにフ iganasi という。これ

は「稲加那志」という尊称の表現である。

se: (酒)

?udze:numja: (大酒飲み)

s a ta: (砂糖)

saS in (刺身)

浦上では namaSi という。沖縄では nama

S iが本来の語であり， saI imiという語は

新しい移入語である。

maSu (塩)

Iu : mI dzi (潮水)

S 0: i (醤油)

si: (酢)

浦上では sY:ともいうが， ?amami ともい

う。沖縄では?amaz akiといい，これは「甘

酒」に対応する語である。

S imbe: (せんべい)

do : se: (雑炊)

tabaku (たば、こ)

ta baku Fuk i (たばこを吸う)最近では

Fuki のかわりに， numi (飲む)も用い

られるようになった。

kiS i: (きせる・煙管)
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土

sagido: gu (たばこ入れ) 浦上では

hand5itI i とし、う。

tabakubun (たば、こ盆)

kif in jana (きせるにたまるたばこのや

に) janaだけでもいう。

dagu (だんご) 最近は muttIi: という。

tIa: (茶)

tIabaI ira (茶柱)

tfa{)kasi (茶がら)

ts・iki・mun (漬物)

~aburagë: (油揚・てんぷら)

namamun (生もの)

mand5u: (鰻頭)

wata ;l ippai (満腹)r腹一杯」という表現。

動調として tsimai (満腹になる)がある 3

これは「つまる」に対応する.

~u: dagur話: (大食い)

misu: (味噌)

mu t t I i: (餅)

mojafi (もやし) rもやし」 は昔は作らな

かったので語がない。 mojaSiは移入語。

浦上では?U j aS iとい う。これは 「生やし」

という表現であろう。沖縄では， ma: mIna 

という。これは「豆菜」という表現である。

ju: (湯)

~a tsiki (湯気)

(7)衣服関係の語葉

nuiso: (糸・木綿糸)r縫い糸」という表現。
k?inuito (絹糸)

hadzlki (いれずみ) r針突き」としづ表現。
Iabi: (おしゃれ)

foSiroi (おしろい)

k?wadaki kつibi: (おぶい紐)
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kasa (笠・傘)

iamagasa (雨傘)

tidagasa (日傘)

daugasa (こうもりがさ)

kappa: (合羽) 最近の移入語.

tu i ki: (かすり)

tuiki: gin (大島かすり)

kandzaSi (かんざし)

kつin (着物)着物の総称。 k?inuともいう e

j a : 9 i: (ふだん着)

kjuragin (よそいき・晴着) rきれいな
着物」という表現。

wakuSigin (仕事着)

Jaregm， Jar・19i n (ぼろの着物)すり切

れた着物。 jar・igo :ともいう。

F'uku ta: (ぼろで編んだ着物)

iwabo: i (袖なしのはおるような着物)

sidzikつijaba 0: i (袖なしの着物)

iund3o: (ぼろ着物)やぶれた着物を細く

さいて，それで織って作った着物。

ma ipjo: (おしめ) ma i は「尻」の意。

d3iban (肌着)

ba t tS e: (ももひき)

mompe (もんペ)

hakama (袴)

? wagi (上着)

k?inFuSi (着物の虫干し)

? itSugin (絹着物) ? itSu は絹のこと r

k? innu ?ura (着物の裏)

? urage : S i (裏返しに着ること)

k? innu susu (着物の裾)

k?ubi (襟) k?innu k?ubi ともいう。

sudi (袖)

F、ukkuro: (ふところ)

haoi (羽織)



hant話n (はんてん) ?waboi ともいう.

gwaito: (外套) 新しい移入語。

watairI (綿入れ)

kつju: bi: (帯)

kjahan (きやはん)

sabaki: (櫛)

kつjubi: (腰紐)

kan iFudo: (財布)持っときは，首にかけた。

saiho: (裁縫)

rna i t・ei (尻はしより)

guda: (地味な人) つき合いの悪い人に対

する悪評として用いる。 パnts・1nnu tfつu

ともし、う。

sadz i (頭巾) 昔の士族が笠の下から被っ

ていた。ふろしきのように大きく黒色のもの。

「てぬぐい」は tinugeまたは ti nuguiと

し、う。

沖縄ではティーサージが「てぬぐい」をあら

わしているが，このサージは sadzI・ と同根

であろう。「手の」サージという表現をとっ

ている。

kf> in ? ar話 (ぜんたく) 最近は fentaku

とb、う.

taki (丈)

tasiki (棒)

ta吋=(盟)

guf an (枝)

t'inuge (てぬぐい) t・)'nugui ともいう。

tinsi: (手袋) i手の巣Jという表現 3

刀の鞘なども s・f:という。こ の頃では

ti buku ro といっている。

durubo: (どろだらけ)

nunu (布)

tarnrnun (反物)

nui (糊)

kつurnrnun (履物)

ピudzi (靴)

?afigja (下駄) bukkui ともいう.

ts・ikl ? af i (高下駄) i付け足jという

表現。

saba (草履)

tabi (足袋)

warad3i (わらじ)

hada: (裸)

hada: nai (裸になる)

hadaf i (裸足)

hanawu: (鼻緒)

? ikj anaga: (片ちんば) i短さ長さ」と

いう表現。

rnintsitu: (頬かむり)

? urnug) sad3 i :ともし、う。

rne' : dari (前掛)

rnju: (蓑)

rnl gam (めがね)

rnurn'fn (木綿布)

? ujubigani (指輪)

kag'l': (容姿)

darnpatsY (理髪)

d a rn pa t s i j a: (理髪庖)

(8) 住居関係の語量

j a: (家)

?ufin ja: (牛小屋)

rn?an ja: (馬小屋)

豚小屋・山羊小屋・鶏小屋は ?wan s・) : ， 

c indzan s i: ， tuin si: のように，

s i: (巣)を用いている。

Jarnrn話: (庭)r家の前Jとb、う表現。

屋敷内の母屋の前の広いところ。

jaokuf i (家の後にある屋敷内のあき地)
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jalikin s・imi (屋敷の隅)

janna: (家の中) futli (奥)

sutumaro : ru (家の周囲)

Ja: ?utsi: (移転・引越し) 浦上では

nawar jun (移転する)という動詞形があ

る。

gajabuki (かやぶきの家)

普通は sasagaja を用いてふく，

Ja : nsusu (軒) 屋根の下方の雨だれの

落ちる部分。 r家の裾」という表現。かや

ぶきの軒を切り揃えて仕上げをすることを

susuhan iという。これは「裾はね」という

表現である。

t anuki (ひさし) dehaともいう。これ

は「出羽Jという表現である。

nikai ja: (二階建)

kawara ja: (瓦ぶきの家)

jadu i (小屋・仮小屋) 屋敷内にも畑に

も建てた。農繁期には畑の jaduiで幾日も寝

起きして働いた。とくに製糖期には畑の ja 

dui を作って幾日も泊まりこんだ。

猪の害を避けるために山と畑の間に木の倒を

めぐらした。これを Iimi:gaki という.

sasi (鍵) 錠のこと.

sasi ts・lmlri (鍵をかける) kag iと

もu、う。

kama (かまど)

nUlgama (土で塗って作ったかまど)

kamu i (鴨居)

ka ja (蚊帳)

garas・i (ガラス)

kawara (瓦)

kつura (倉) 母屋の前に建てる高倉をさす，

もみや蘇鉄の実を納めておく。

k?utfa (味噌・塩・しよう油などの食物を

入れて麿く物置のようなところ)

k?uOk'un (玄関)

naniku (ごみ) 庭などから出るごみ e

naniku ?iri (ごみ入れ)

kanakudz i (屑) 飽椅のこと。

S iki: (敷居)

Io:d3i (障子)

nakan ja: (母屋) naka jaとも b、ぅ。 d3iju (炉) r地炉Jに対応する語 r
屋敷内には Suin (客間・書院) nakaja 

(中屋) to: gura (炊事場)の)1債に家を

建てた。 nakan ja:はその位置から出た

表現である。

;am凶l

P 川is“i (椅子)
k?umja (ふみだい)

jigawa (堀井戸)

xe: gu tf i (入口)

sibajadu (横の方にある出入口)

j in (縁)

hafigo (階段)

kaki (垣) 垣根のことも棚のこともさす.

na : nd3 i ju (家の中に設けられた炉)

d 3 i ju m b u t I i (炉の縁)

s i: (巣・家畜小屋)

?wans i: (豚小屋)

cindzans・i: (山羊の小屋) 山羊はきれ

いずきなので，別屋根を建てずに，高倉の下

で飼うのが普通であった.

tuinusY: (鶏小屋)

「牛小屋」と「馬小屋」だけは s・1 : を用い

ずに， fulin ja:， m?an ja: という。

kubuns i: (蜘妹の巣)

to : gura (炊事場・台所)母屋とは別棟に

なっている。沖縄ではトゥングヮという。
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si s'1 (煤)

so:d3i (帰除)

tatami (畳)

tansu (たんす)

tansunu kaUgu (たんすの引き出し)

tukumma: (床の間)

tind3o: (天井)

jadu: (戸 ・雨戸・戸口) i屋戸」という表

現.

ta : jadu: (半窓・高意)

jadu: ?aki (雨戸をあける)

jadu: k?u: i: (雨戸をしめる)

jadu ?utuIi (戸袋) 簡単な戸袋で，

「戸落とし」という表現.

tudana (戸棚)

doda i (土台)

sasりa (納屋)

haI i (梯子)

haja (柱・大黒柱)

?uratIa (壁) i裏板」という表現.

Fu tsuma (ふすま)

c i j a (屋根の棟からひさしまでの聞の部分)

cijanu Fuki nigatt~ (屋根が風で吹

きとばされた)

juka (床)

do : ka (床の一種) 台所など水を使う

場所で，竹で編んだ床の部分をし、う.水が床

下にもれていくように考案されたもの.

下に流れ落ちる下水のことを damIdzIとい

つ。

(9)道具関係の語嚢

フita (板)

パrIgo: (入れ物)

? us i (臼)

S ikjusi (掲き臼)

surlsl (磨り臼) sIrusI ともいう。

もみがらをとったりする臼.

sikjusi (ひき臼) 穀粒などをひいて粉

にするための石臼.

mつaukusa (馬の草)

sInso : dana (仏壇) s・inso: は「先祖J fuI i Ukusa (牛の草)

に対応する語で， ~且神をあ ら わす.

ma: (部屋)

tSつuma: (一間) t?ama: (二問)

fumuti (表部屋) ?utIi (内部屋)

SintIin (便所) i雪隠」に対応する語。

現在では，ほとんど用いられな くなっている.

saslja (物置) 味噌・漬物などの食物類

や家具類を納めておく棟。

d30 : gu tI i (門)

jaIiki (屋敷)

jantSid3i (屋根) i屋の1頁」という表現。

屋根全体をおさえている頂の部分はfikkja 

とし、う。

m?antar話: (馬の飼葉桶)

?usIntare: (牛の飼葉桶)

m?aukura: (馬の鞍)

?us・l'ukura: (牛の鞍)

?umugI (馬の轡)

hanadzina (鼻縄)

f 0 : 9 i (扇)

we: (桶)

I ag 1: (手桶)

taUgu (四斗ぐらいの桶)

kju : we: (肥桶)

wunu (斧) iまさかり」の意.

na tawun (小斧)
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d 3 0 : gu (じようご)

m'J dzIguruma: (水車)

(錐で穴を siki (鋤)

dzatsI (炭俵)

浦上では dzatsI ? an (炭俵を編む)

sirukuki (すりこぎ)浦上では sJrukugi

kagan (鏡)

magu (鰭) 浦上では mago という。

mo : i: (緒のついた籍) sag imagu :も

ほぼ同じもの.

katana (万)

kanad3 i tJ i: (金槌)

ki: do: (木で作った槌)

ba{)go: (鍛治屋が使う鎚)

hamma: (ハンマー)

kama (鎌)

kusakaigama (草刈鎌)

がはaigama (稲刈鎌)

hagama (釜) ごはんを'吹くもの。

，kama (かまど) r地炉」にあたる d3ijuも

かまどの意味で用いられる.

kamaQi (かます j

sui (かみそり)

kami (費) 費や壷の総称。

handu: (水警・大きいもの) m'l'dz'l 

handu :ともいう。

沖縄では， 「壷」にあたる tJi bu は「杯」

の意になっている。

kana (飽)

iadzIn (杵)

iadzIn tsits・1: (杵をつく)

tlitli: (杵・揚き杵)

i i : tI e: (錐)

i i : tI e: I i m'i: Fugaf i 

あける)

ピwi: (杭) k?we: ともいう。

k?weg iとし、う。

kan・ikugi (釘)r金釘Jという表現。

dゼ:kugi (竹釘)などの対比による表現。

toggwe: (鍬)

b i t t f u : kkwa (備中鍬) to: tI imun 

ともいった。

kju : wゼ: (こえたご)

nid3 iki (莫産)

gomitori (ごみとり)

getta (ゴム)

k・lmun (材木)

so: (竿)

tfuku (杯)rちよく・猪口」に対応する語.
沖縄の tfibu (杯)は「壷」に対応する。

sad 3 i (匙) 新しい移入語。

sara (皿) hondzara ， tfu: dzara 

kodzara の順に大・中・小のー皿をさす。

so : ki・ (ざる)r目のあらいものJをさす。

te ru (ざる) tむlno:は「ざるにつける

縄」の意。 tinnu:ともいう。

sika i dZ'1・na は「背負いざるの背負い縄」

のことである。

sakuI i (杓子)

mlslge: (めし杓子) i飯杓子」の中で

も大きいものを，とくにパbura:という.

これは「飯へら」に対応する語である。

f irudzakuf i (汁杓子) これはお汁を入

れるものであるが，お粥を入れるものをとく

iこ kaidzakuIi とし、う.

dzu : baku (重箱)

とし、う。

s'!ruha tf i (すりば、ち)

kafikjuw・1: (せいろ・蒸篭)

kafikju は kafikju i (蒸す)と同根。

F
h
d
 

q
J
 



kaf i k iは「おこわ」のこと。?amami : 

gaf iki は「赤飯」のこと。 WI:は「桶」

に対応する語で WUkl→ WUXl→ w話・→

Wl :の変化を経たものである。 kafikju

wY: は「むし桶」という表現である.

kan tara (石油喧) 皿のような容器の上で

石油をもやして明りをとる。オランダ語のカ

ンテラ( kandelaar)からの移入語である。

f aFun (石けん) iしゃぼん」に対応する

語である。ポルトガル語の sabすo からの移

入語である.

? odzen (膳) 標準語的な表現.

dzo:kin (雑巾)

dakkokki (脱穀機)

tikuda: (竹で作った脱穀機の一種。

kan i kuda (金で作った脱穀機の一種。

ta凶: (盟)

warado : ra (たわし) 現在，市販されてい

るものは tawflfi というが，昔は自家製の

藁で作ったものがあったハこれが warado: 

ra である。

t an s'i (たんす)

sltSI (長持ち) jaFuは沖縄から入って

きた長持ちのようなもの。衣類入れに用いる.

tfade: (茶台)

fukude: (机)

ts・ina: (綱) i縄」のことにもいう.

waradzina (藁縄)

ts?igudz・1・na (綜欄縄)

tsuruhafi (つるはし) 新しい移入語。

t i : ?・ir i (手入れ)

tYgana (てこ)

t・ippo: (鉄砲)

? 0 : ku: (天秤棒)

t ? a i ? 0 : ku: (荷を中にして棒を通して

二人でかつぐときの，かつぎ方)

tukui (徳利)

sa{)go: tuku i (三合徳利)

jamamutji (とりもち)

kanto : mai (どんぶりばち) 広東から沖

縄を縫て伝わってきたところから「広東碗」

という表現をとっている.

nabi (鍋)

nab'i 泊 guru (鍋ずみ) 昔は夜道など

を行くとき，魂を悪魔にうば、われないように

と，赤坊などの額に鍋ずみをつける風習があ

った。

nab'l' ? ・1・si: (鍋敷)パs'i:は「坐(ゐ)

す」に対応する語で， i坐させる」という表

現である。「置く」ことに「坐させる」とい

う表現をとっている。

me: f iki: (たきぎ) iもやし木」 とい

う表現をとっている。

?uduru: (小枝) 浦上では ?ud3uru と

し、う。

murubo: ki: (薪) iそだ」のこと。

枝のままで割つてない木をいう。 maruta

(丸太)。浦上では「薪」のことを ?inai

dakkwaという。

c i d3 i: (もえさし) sumi (すみ)

tandzin (すみ火) ha i (灰) ?aku 

(あく)

d3 iju (地炉) d3ijube: (地炉灰)

no : 9 i: (鋸)

no : gi{)kusu (おが屑)r鋸の糞」という
表現である。

nun (撃)

nu i (糊)

hai kaki (灰掻)

ha: i (秤)
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k? immi (秤の目方)

haku (箱)

hasan (鋲)

maratJa (まな板) 浦上では mara t i ta 

とし、う.沖縄では marutJa という。

dantslkigi (マソチ)

tlffiU tu (箸) haJ iも用いるようになった. hara (箕) 円形のもの。

これは標準語からの移入語.

hatJ i (鉢)

hai (針)

hainum i: (針の穴)

jujugani (針金)

nibu (ひしゃく)

cinoJi (火のし)

cibatJi (火鉢) 普通は cibaku という.

Fukin (布巾)

浦上では sambara という.

mugiwara (麦藁)

muJ Ju: (鑑)

「莫産」は nid3iki という。これは「寝敷」

に対応する。

muJJu tutJi (荏を編む)

t 0 : da (もっこ)

tsIna ?o: da (縄で作ったもっこ)

te : つo=da(竹で作ったもっこ)

F~kuru (袋) mono saJ i (物差し)

F~ta (蓋) j a: (矢) 浦上では tj a :という.

nabinu F~ ta (鍋の蓋) t i: kuruJ i (射殺す)

'udu (ふとん) 最近では Futun ともいう。 jumi (弓)

「座ぶとん」のことは dzabutunという。 tfuka: (湯わかし)r鉄瓶」や「やかん」の

jui (ふるい・筋) 大きいもの。 こと。 r急須」のことは，と くにぬれtJuka:
tabu (米ぬかをふるい分けるための飾) ということもある。 daJiとは，茶を客に出

?utpku i (ふろしき)最近は FuruJikiと すということであり，そこからの表現である。

いっ o dam po: (ランプ)

Flra (へら) 芋を植えるために使う農具の Funadampo: (外出用のランプ)

一種.壁を塗るためのへらは kutiという o cu : suku (燈)

ho : ki (等) kasadampo: (笠ランプ)芯の巾によって

ho: tJ a: (庖丁) sambudampo: ， n i budampo: ， gobuda 

bo: (棒) mpo :などがある.

bun (盆) dampunu Fuja (ランプの火屋)

makura (枕) ro : soku (ろうそく)

maga (馬鍬) ma i (碗)

ts 7・Iga (椅) Jirumai (お汁を入れる碗)

gugo: ts・Iga (五合村t)

?iHo:masi (一升本弁)

浦上では kつj0 : ban (一升キ升)というもの

があり，沖縄の tJ0 : ban に対応する。
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naratIa (吸物を入れるもの)

tIad3awan (揚のみ)

I an (網)

nage; ?an (遠網)

?ansikjata: (底引き網)

? ikjabiki (烏賊釣り)

kanagu (錨)

luki (浮標)

j u: (擢)

s"indu (船頭)

tumu (艦) 浦上では tomo という o

?igur aku (びく・魚簡)

浦上では 子jumago という.

Fun¥' (舟)

kasu : buni (鰹船)

?umuti (紬先) 浦上では ?omote または

mi joS eとし、う。

Fu: (帆)

Funin Fu: (舟の帆)

t ug j a (もり・鉱)

?itsi (棟、) 浦上では ?itsiriともいうが，

? iS 0 Sun (持、をする)， I iSo Si: ga 

(持、をしに)ともいう。?i S 0 は磯であろ

つ。

? i SuS a: (漁師) i磯をする人」という表

現をとっている.

ru: (鱒)

( 10) 労働関係の語量

S ikimun (あんま)i肩もみ」という表現。

? i I a (医者) ?iSasama: (お医者様)

が普通の表現である。

n?ika i (稲刈り)

nつ・lFuS i (循乾し)

?utsiki (植え付け)

I u t sik i 9 j 0: i (植え付け時期) 3・4月

頃.

? un話(畝)

make (おまけ) makeri (まけろ)

パtu (かけ声・労働のかけ声)

kad3 ija (鍛治屋)

kanI (金)

buginSa: (金持) kanl mutJi ともし、う o

ka iS a: (狩り・狩人)

jo : Saduki (飢健の時期)

空腹の時期.旧暦の 4・5月頃をいう.蘇鉄

の実や芯を食べつくす頃でもあった。

jo: Sa dusi (飢健の年) jo:Saは「ひ

もじい」という意。

jamaJ i (きこり) 浦上では jamaS a とい

つ。

?us'l'dusI (凶作・不作の年)

dziokanI (金銭)

一銭以下を dzin，一銭以上を kanIとし、う.

kusa tui (草取り)

kusui ja: (薬屋)

gekkju: (月給)

tsukuju: (小作)

tsukuju: SuntJ?u (小作人)

浦上では tsukuri w己: (小作)といし、，

「作り分け」という表現をとっている.

mur話: (乞食) iもらい」という表現をと

っている.

tsike : gani (小遣銭)

kum'i j a: (米屋)

Sut話: (財産) i世帯」という表現をとって

いる。

tsukui mun (作物)
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sa: ta : I i: (砂糖製造) i砂糖為Jとい cYma (手間・暇)

う表現をとっている。 nai (苗)浦上では neとし、う。

sa: ta: tsikui wui (砂糖製造の時期) no:Ii (苗代)

だいたい12月から 1月にかけて行なわれる。 simu: (鳴子) 害鳥・猪などを追い払うた

waku (仕事の総称)kakuは陸仕事の総称で、 めにたてたもの 。

はあるが，海仕事は含まれない。「共同作業」 浦上では s・ime'とも， sImuともいう。

はiTujawaku といい， i労働交換」による sI ta: (難儀) ;>akuse: ともしづ・

仕事は juiwaku という。 s・ita: Ian (難儀した)

「夜なべ」は wunabi という。

wakumudui miJija juti (仕事帰りに

底による)

最近で、は， Jigutu (仕事)もよく使われる

ようになった.

Iitaku (支度)

d3inuJi (地主)

hare: (借金) i払いJという表現。

har話: mu tI i (借金の多い人) 最近で

は， Fudzai (負債)ともいう。

10: bai nin (商人)

~ud3i ju: (しろかき)

ta: ?u i (田植え)

ta : kadi (田起こし) kadi は「耕す J意

である.

dempata (田畑)

se : ku (大工)

tsumigwe: (堆把)

tanI iTuruI i (種蒔) i種おろし」とい

う表現である.

tamIki (溜池)

to: ra (俵)

tsui (釣り銭)

kaI e: (手伝い・加勢)

tJ: nare: (手習い・学校へ通うこと)

fi: nare': hadzim・1 (手習いはじめ学

校への通いはじめ)

;> a ku s e: J a n (難儀した)

nedan (値段)

no : 9 j 0: (農業)

d3U: rija: (飲み尾)

hat話: (畑) 庭にある菜園ははtaiとし、ぅ。

hanadz・J'na (鼻とり)

ha凶: (払し、) J i ba r e : (支払い)

ja t u i (日雇い)

kw・e: (肥料)

mつaokusu: (馬肥)

c ind3a{)kusu: (山羊肥)

bimbo: (貧乏)

mつariduIi (豊年) r生まれ」という語は

豊作をあらわす。稲が豊作であるのはm?ari

nつγ とし、う。

madu ?w・l' (聞のあるところに植えること)

kつwa: saokつuraIi (貧しい暮し)

kつwa: sa : ntI?u (貧しい人)

mabiki (間引き)

miJija (底)

mugi maki (麦蒔)

muttJi: tsiki (餅っき)

jaduja (宿屋)

j a : n n uI i (家主)

wunabi (夜なべ)

juiwaku (労働交換)

浦上では ji: wakuという.
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wakuは tawaku(田仕事)， jamawaku 

(山仕事)のような造語ができる.

jama (畏)

jama ;Jag i (民をかける者)

( 11 )祭遊関係の語量

wukid3a i (祭りの総称)

to : toganaJ i (折るときの言葉)

「尊加那志」に対応する語で，沖縄のアート

ートウと同じ表現。

kansama (神) I神様」という表現。

klmmun (ばけもの)

tS ?udama (人魂)

ci dama (火魂)

? amagui (雨乞い)

J 0 : gwa t si (正月)

kadomats・i (門松)

gwantan (元旦) gwandzi tsI ともい

ワ。

wakamIdzI (若水)

?otoSidama (お年玉 )

c i gan (彼岸)

saijga t sI sant sI (三月三日)

hatsu m?ani: (初午の日の祭り)

4月の初午の日に，ハプにかまれないように

祈願する祭り。「浜下り 」は na: hama 

;JurIと， ?atu hama ?url とがある。

gugwatsi gunitsi (五月五日)

nつ・ikurゼ: (豊作を祈願ーする祭り )

6月のひりえねの日に行なう。稲の穂をとっ

てきて，耳・肩・頭の上に米粒を置いて祈願

する o I稲くらし、」に対応する語。

kaJ amu tS i: (ちまきのような餅を七月に つ

くる)

s its日wa: (火の安全を祈願する祭り)

7月のひのえねの日に行なう。

?ujaFud3i matsui (お盆) I先祖の祭

りJという表現。

?arasits・i (八月の豊年祭) ひのえの日に

行なわれる。その 7日後に sibasasi の祭

りがある由これは，家屋の四角に t0 : dzi 

tsI ki : をさして魔除けとする.御酒も作

る。

dUijga (九月の祭り) 一年中の祭りの終わ

りという意である。

tuSi tui (大晦日)

tuSi tui juru: (大晦日の夜) ともい

う。 I年取り夜」とし、う表現。

? ixe: (位牌)

haka (墓)

hakamo: i (幕参り)

d3igoku (地獄)

gokuraku (極楽)

so : J iki (葬式)

kwaso: (火葬)

d 3i so: (土葬) I地葬」 とし、う表現。

tud 3i kam話: (結婚する)

「離婚する」ことは， ? a : r 1 とし、う。再唱

については，男性は nidutud3i (二度妻)， 

女性は niduja: (二度家) をもっという

ふうに表現する。

tud3i kame: ju: we : (結婚式)

sa{)go: de: (結納・ 三合酒)

? ica (木切れ様のものを打って飛ばして遊

ぶもの) 浦上では?iha ?utsIという。

? U ta (歌)

奄美には次のような歌がある。 iasabana:， 

Sund3oSu: ， kurudando: ， ?ukumidzi: 
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Jamatuma， ?ur'J'gutfi : ， turasanna 

9 a n J :， s 'i b a j a d u :など。

kakimun (絵)

jempits'i (鉛筆)

? 01 ! t 0 t s 'j (お手玉) オヒトツオトシテオ
ーサーラー，オフタツオトシテー- ルニ 1.¥ r 

ノ ど百 U、な

がら遊んだ。

tum't. : go: (かくれんぼ)

浦上では x話:kko :という。

bakutJi (かけごと一般)

haIije: (かけっこ) haJ i : J u : bu (走

り勝負)ともいう。浦上では hasIri kつu

maという。

Iiugei (片足とび)

I4Jgei J un (片足とびをする)

Iingei Juti s'lro: C片足とびをしよう)

cid 3I dekko: (片足とびをしながら，腕で

Eいに相手を押しあう遊び)

d3ara: (肩車)

浦上では tamma という。

karuwada (軽業)

k?ud3 i (くじ・畿)

'iIo: biki (口笛)

ki: ko: (稽古)

ku : ru: (こま)

ku: ru : nu 
nu ‘ i (こまがまわる)

sanIiru (三味線)

mJa : c i j e: (潮干狩)

mugi tui (はまぐり取り)

小指が勝つ，というルールで遊ぶ。

? u i g'i: (水泳)

sudzI ? ifi (硯)

f i baharako: (すべっ て遊ぶところ〉

すべ り台のかわりに，野原の草の上ですべっ

て遊ぶところがあ った。

S I n 1: (墾)浦上では simi という。

sumo: (相撲)

tsidzin (太鼓・つづみ)

ta : Ja: (竹馬)

浦上では?aJ osaといし、，木で作ったもので

あった。

tako: (凧)

tako: ? ag i (凧をあげる)

tsIna kagaj逗: (綱引き)

d30: (手紙)

ts・Inatubi (なわとび)

nun (木の先をとがらして， j到し合って遊ぶ

もの。浦上では nenという。

tJ ?uggwa: (人形)

浦上では mi{)gjo: という。

tIdanukun (ひなたぼっこ)I太場ぬくみJ

という表現をとっている。

Fudi (筆)

mu{)kara: (ままごと)

mu{)kara: s・l・ro: (ままごとをしよう)

mu{)kara: f i : mun (おもちゃ)

J 1: munともし、う。

maru: (醤)
Iibaja: (芝居する人)

buIa (じゃんけん) 盤は蘇鉄の花の中にある実を包んでいる綿の

buI a sI ようなやわらかいもので作った これを採り

0: (じゃんけんしよう) 集めて糸で円く巻いて作 t;: 0 綿のようなや

buIa は親指 人差し指小指で、競い合う。 わらかいものを， ha:m;Lいう

親指と人差し指とは親指が勝ち，人差し指と marll 
山品 IU: nagJJe: (まり投げ.) 

小指とは人差し指が勝ち，小指と親指とでは
midzImu{)kai (水いたずら)
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karu ta (かるた)

ka r u t a ? u t f i (めんこ)

kakY: (ゆびきり)

ka ki: s '1 r 0: (ゆびきりしよう)

語義その 2. 動詞語嚢

( 1 )動静の語葉

0ゆれうごき

うご く

mI: Uko，: nu duge: ti (ま ぶたがうご く)

Funinu duge: (舟がうご く・ゆれる)

舟が走る場合には， Fun1 harafi (舟を

走らせよ)という。

Iu: nu dug'eti (潮がうごく) 波には言

わない。

tf?unu duge: tun (人がうごいている)

du: dug話:raf i (体をうごかしている)

フif i to: t・i duge: ran (石のようにう

ごかない)

kutfi duge: rafi (口をうごかす)

湯湾では「うごく」は duge : jui， dug話:

jun を用いる。これは， 1"ひとりでに動く」

意味がつよい。

ゆれる

k i : nha : nu dug話:ti (木の葉がゆれる)

n?・in Fu，: nu duge: ti (稲穂がゆれる)

「ぶらんこがゆれる」は ?itatsike: Ii: 

といって， duge・:jun を用いない。

ゆする・ゆすぶる

ts・ibufi dug'e: raf i (膝をゆする)

k'i: wubi (木をゆする)

ki: wubui ?utuIi (木をゆすり落とす)

「ゆする」には wubujun という.

右、る

hata Fui (旗をふる)

k ?ubi Fui (首をふる)

t 'i : F u i， F u j u n (手をふる)

「手まねき」は timaokiという。沖縄では

ティーマルチという。

ふるえる

cigju:sanu gata:gata Furltl 

( Furijun) (寒くてがたがたふるえる)

kuinu F'uriti (声がふるえる)

はねる

?usaginu wudujun (兎がはねる)

?junu wudu jun (魚がはねる)

ga t ta : nu t ub j un (バッタがはねる)

d u r u h a n i ti ( h a n i j u i) (泥をはねる)

兎や魚がとびはねることは， wudu jlln (踊

る)で表現する。バッタは wudujunとは言

えない o tubjunという。泥や水は hanijun 

tinuguinu duge: jun (てぬぐいが風にゆ というぞ

れる)

ja : nu kadziI i dugeti (家が風でゆれ Oまえすすみ・あとずさり・あらわれ・か くれ

る) 家の場合は duのtiより， ne: jun 

のほうがよい。 すすむ

円
ノ
U
A
せ



me: katIi ?aiki (?aikjui) (前にすすむ) 供が木の蔭にかくれた)

FunInu hajui (舟がすすむ) nusIdunu kakurI tui (どろぼうがかくれ

「すすむ」に相当する表現は，具体的場面に ている)

よって細分化され，人間ならば一般的に 「かくれんぼ」のことは tumi: go :という。

?aikjui (歩く)を用い，舟ならば hajui tum.i :は「さがす」の意味をあらわしている。

(走る)を用いる。

0いきき

あとずさりする

?uJiju ?aiki: (あとずさりをする) r後 いく

あるき」とし、う表現。

あらわれる

habunu ?id3itan (蛇があらわれた)

I iI inu ? id3i tan (猪があらわれた)

tsIranai ?id3itan (顔にあらわれた)

「あらわれる」に相当する表現には，フ id3i 

jui (出る)を用いるのが普通である。蛇な

どは hautun (這っている) haujun (這

う)を用いることもある.

ばれる

Slro:nu Iiritan (嘘がば、れた)

gakko ka tI i ? ikjui (学校へいく)

nad3e katIi ?ikjo: (名瀬へいこう)

du : nu I ima kara コikj0 : (自分の故郷

を出ょう)

?antSuja tu: sa katSi ?id3a (あの

人は遠くへいった)

b j 0 : i n ka t S i h a S i j e : S i ? i k i (病院

へかけつける・走っていく)

「むかう Jrさる」は，いずれも?ikjui 

(行く)で表現している.

? iki saki (行き先)

それる

Jirljui (知れる) Iiritan (知れた) te: Fu: nu t u: i sI d3 an (台風が通

で表現している。

ひっこむ

ja: nan kakurltui (家にひっこんでいる)

ka kurI jui (隠れる)で表現している。

nets・i cikkumatSan (熱がひっこんだ)

? atadan ti: c itSan (急に手をひいた)

かくれる

tsiki nu k?ぽnu ka t S i ka ku r.{ t a n (月

が雲にかくれた)

warabInu kinSa katIi kakurItan (子

りすぎた)

jumijanu ?ataran (弓矢が当たらない)

「台風」や「弓矢」が「それる」に相当する

表現は， r来なかった」とか「当たらなかっ

た」とか言うだけである。

はなれる

j a: ka r a ? id 3 i t i (家から出る)

sI: kara hanarI: (巣からはなれる)

? iS i gak i hanarl tan (石垣からはなれた)

j u mi ? i: (弓を射る)

鳥などが巣からはなれ，巣にもどれなくて迷

- 43 -



っていることには， dumaguri.'という。 近くなる)

人間でも，友人と出かけたが，帰りにははぐ tl gam1n u tSワan (手紙がきた)

れてひとりになってしまうような場合には， 1くる」は kjui， kjun ( kjurrii 来るか，

dumagur"i という。山道などで迷うことは， tSつan来た， t Sつina来たか)であるが，敬

mitJimade: (道迷い)という。ひとりで放 語の IIt、らっしゃる」は?umoi ( ? um 0: j u 

浪している人は， ho: ra :という。 mlいらっしゃいますか)である。 kjui (来

る)は，人間や動物の移動をあらわすときに用

とおのく いられ， 1-の時期がくる」のような文脈では

Si: tfuukja: nu nutfan (親しい人たち 用いられない。ただし，補助動調的に用いられ

がはなれた)

tud3utu: ?a:ri (夫婦が別れる・離縁す

る)

親しく交わっていた人がはなれることは，

nukjun (退く)( nukjum'i 退くか)で

表現する。

tud3utU: は， tud3i (妻)と wutu

が複合したもの。妻が夫より先に置かれるこ

とは，日本古代語の造語法に通じている点で

ある。

? a : rIは，古語の「あかる」に対応する語

である。

どく

suba katf i jurI (傍にどけ)

コisu no: sI (椅子をどけろ)

る場合には，その限りではない。

つく

FUnI nu tsi kj un (舟がつく)

j a: ka t f i t sI t J a n (家についた)

くっつく

muttfi: nu mutsikati (餅がくっつく)

kつwanu muSi: saga b・ (子供がくっつく)

mutslkajui ほ，餅などねばり気のあるも

のが手などにくっつくことをあらわしている。

muS i : sagajui は，子供などが親にあま

えてくっついていることをあらわす。

ちかづく

FunlDu tfikjaku nati (舟がちかづく)

?uSi tsinagi no: sI (牛をつなぎなおせ) S 0 : gwa ts・J:nu tJikjaku nati ku: ti 

「どく」に相当する表現は， Juri (寄れ)

no : S"I (直せ)などである。

「へだたるJについては答が得られなかった。

くる

? inunu tS ?an (犬がきた)

warabi・nu tJ? an (子供がきた)

tsつunu ?umoi (人々 、、 らっ しゃる )

nasa (お正月がちかづいて忙しい)

よる

mitSinsuba: katfi juri (道の傍によれ)

wakumudui miS i ja ju tl・ (仕事帰りに庖

による)

muSinu mI: turatti dampo: katSi 

?atSimajun (虫が肱惑されてランプに集

ta : ? unnu tSikjaku nati (田植の時期が まる)
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m1maju J ikjamatJi (眉をょせる・しか

める) I眉をしかめる」は比喰的な用法と

しては用いられない。

t I ? U m m e" : k a t J i ju t i (人のところに

よる)

おしょせる

naminu ?utJi?agi (波がおしょせる)

いらっしゃる

?iJasama: nu ?amakara ?umo: jun 

かえる

ja : katJi mudujun (家にかえる)

du : nu J ima ka tJi mudui (自分の田舎に

かえる)

「かえる」は，ほとんど mudujun で表現さ

オ1る.

ひきかえす

?atumudui Jan (;会中からひきかえした)

「後もどりした」という表現。

mu tum i tJi muduj un (もとの道をひきかえ

(お医者さんがむこうからいらっしゃる) す) IもどるJという表現が用いられる。

kumanan ? imo : jui (ここにいらっしゃる) Iうしろ歩き」に相当する表現は， kuJi 

kuma katJi ?imo: rI (ここへいらっし ?a iki :という。 kuJiは「腰」に対応する語

ゃい) であるが， I背中・うしろ」の意をあらわす。

「いらっしゃる」は ?umo: jui ， ?umo: 

jun とも， ? imo : j ui， ? im 0: jun ともし、

う。 I居る JI来る jの敬語である。

ひきあげる

jamatu katJi ?utsui (内地く大和> へ

ひきあげる) I移る」に対応する?u ts ui 

うかがう ( ?utsutan移った)という表現を用いる。

na:kja:me: katIi ?ikjussIga (あな

たの家にうかがu、ますから)

wugaijgja kja: usuga (うかがし、にまし、

りますから)

おしかける

まわる

gad:3 amo : Ja: mo: Ii (風車をまわせ)

jittJa mo: jun (良くまわる)

ta: ma: jun (田をまわる)

「まわる Jは mo: jun ( mo: jurrii まわ

d3anasantJunu kjui (大勢の人がおしか るか)とも， ma: jun ともいう。

ける) I来る」という表現。

かよう

もどる

mutunu mitJi mudujun (もとの道をもど

gakko: kajui (学校かよう) ? ikikajui 

(行き通い)ともいう。 I行ったり来たり」

は?id3ai tJ ai とし、う。る)

ja: katJi muduro: (家にもどろう)

mutunuja: katJi muduro: (実家にもど ちる

ろう) hananu tJ?irIjun (花がちる)
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s"i nnu tIつirI ti (塁がちる) cu: gai， ;Jagl katJi ;JagarI (陸にあがれ)

cu : ga t 1 (広がる)ともいう。 Jo : gakko: ka tI i ? id3ihad3imi (1ト

学校にあがる) [""出はじめる」で表現する

さまよう のであり， [""あがる」を用いない。

mitJim ade: J un (山をさまよう) [""道 gakko: sotsugjo: Jun (学校を卒業す

迷いをするj という表現。 る)

gakko: ?agai は， [""上級生になる」こ

0のぼりおり とをあらわす。

Jigutu ?agajun (仕事をあがる) [""終わ

のほ?る る」ということをあらわす.

juwan jarna katIi nubujui (湯湾山へ mununu ta: ku nati (物価があがる)

のぼる) nItsInu tIつusa (熱があがる) [""強し、」

ki: katIi nubui (木にのぼる) という表現。

j a : n t J i d 3 i ka t J i nu bu i (家の屋根 m?atiinuhananu ?agati (火の手があがる)

にのぼる)

cija katJi nubui (坂をのぼる) r坂へ
のぼる)という表現.

のる

mつa nan nui (馬にのる) mつanui(馬

のり)

basu nan nui (バスにのる)

Funl nan nui (舟にのる)

dai nan nui (台にのる) [""台」のこと

をはIi tsI 9 iとい、う 。 nanは「中にJに対応。

格助詞の nan(に)と katJi (へ)とが明

確に区別されている点は湯湾の特色である.

川平では「に」の場合も he: (へ)を用いて，

klbuIinu ?id3ijun (煙があがる) [""出

る」 とし、う表現.

やむ

?arr】・inu har・"it"l・ (雨がやむ) r晴れる」

という表現。

watajannju tumati (腹痛がやむ) [""止

まる」という表現.

ju: kurisake: Iigutu jamItan (日が

暮れる頃に仕事をやめる)

かかげ‘る

cinoma runu ha taba mu t tJ i (日の丸の

旗をかかげる) ta ti tI (たてる)ともい

umahe: nurun (馬にのる)という。 う。

あがる

ni kai ka tIi nubui (二階にあがる)

ja: katJi nubuti m?o: rI (家にあが

ってください) ?umuti ;>utJi mワo: rI・

(内にお入りください)が自然な表現。

うく

Funinu ?utSui (舟がうく)

「雲Jは「うく」を用いない。 kumunu sa 

ga ti (雲がさがる)といえば，雨が降るとき

の雲の状態、をいIt¥， kumunu ?agati." (雲が
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あがる)といえば，天気の良いときの雲の状態

をいう a

0たちい

ある

dZlnnu ;>an (金がある)

wukid3 ainu ;> an (お祭りがある)

?an と?ai の両形がある.

いる

?amma: ga wui (母IJ~"、る)

;> innu wui (犬 IJ~" 、る)

wui と wun の両形がある。

たつ

t a : I a : ? a iki: (爪先で歩く)

ta: Ia :は「爪先だち」のことであるが，

竹馬をも指す.

ひったてる

d3unsasannu nusudu: ba tsin tl ? iki 

(巡査さんがどろぼうをひったてていく)

すベる

mitIi nan tl nabijum1kaIi (道ですべ

る) nabijumI kaIun， nabijusa: n (す

べっこい)ともいう。

はう

;>a: kwanu hau ? id3itan (赤ちゃんがは

いだした) haujukja: ta (はいはじめた)

tI?unu tattIun (人がたっている) habunu hau ti kju: i (蛇がはってきた)

ki buI inu コid3ijui (煙がたつ ) i出る」

という表現。 あるく

?utunu Sun (音がする) ? u : ma ta : S i ;> aikjui (大股であるく)

Furo : taki (風呂をたてる)

ja: tati(家をたてる) いそぐ

gakko: katIi Io:mad"e:Si ?iki (学

すわる 校へいそいでいく)

tatamInu ?uinan ? i: (畳の上にすわる) x話:ku x i: ri (いそいで起きる)が:ku 

? i :の終止形として ;>jui， ?jun (?jumi (早く)で表現している。

すわるか)がある。

は:しる

かがむ haS ij話: Sun (はしる・競走する)

kuIi magi." (背中をまげる・かがめる) haI i : I u : bu とも b、う。

kuI i maga ja : は「背中のまがっている人」

をあらわす。 かける

つまさきだち

ta: Ia: Iun (爪先だちをする)

mつan haS i: (馬がかける)

ha I i : I u : bu (かけっこ) i走り勝負」と

いう表現をとっている。
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とゐ二

tuinu tud3 i (鳥がとんでいる)

Iu:n Fe: nu makitIija: Iun (しぶ

きがとぶ)

およぐ

'? junu ?uigi: (魚がおよぐ)

ころ!J';.る

tamanu mo: jui (玉がころがる)

? inukkwanu ke: i : Iui (仔犬がころがっ

ている)

warabI nu ke: i : Iun (子供がころがって

u、る) ku 9 e : i : I u n ともu、う。

ku : ru : nu mo: j ui (こまがまわる)

ころみ二

kubund 3 a: mitJi nan ti hagke: ta 

(でこぼこ道でころんだ)終止形は hagke: 

jui とし、う。

たおれる

凶:nu nl gu : r・iI an (木がたおれた)

Fun~nu kubuiita (舟がひっくりかえっ

た) kuburI jui は舟だけに用いられる。

人間は hagke: jui という。

tIawan ke: raIi (茶碗をひっくりかえす)

ts・ibu kつuge: raIi (壷をひっくりかえす)

ピuge:raIiは，重く大きいものをひっく

りかえすときにいう。

くじく

ha gI n e : t I a ( n) (足をくじいた)

終止形は巾:Su iとし、う。

k?ubi nIbui wui (首をねちがえる)

よろける

?ifi nan klimatslbutl (石につまず

く) hagg話.:rottSiI fa: (ころぼうと

した)ともいう。

se: nudi ?ado: rl '? aiki: fui (酒を

飲んでよろめき歩きをしている) s・e: nudi 

FumikatIi (酒を飲んで酔っている)

Fuml ka tI iは「身体があたたまって くるJ

ことをあらわす。

nl・gu: r'l・funは，根元から枯れて「倒れる」 こもる

意味をもっ。

ki: to:Ii (木をたおす) to: I iは伐

採によ ってたおすことである。

つまずく

?iIi nan kiimatslbui (石につまず< ) 

終止形は kIimatsIbujunという。 kii は

kibuSinu kudI (煙がこもる)

ja: nan kumu tI (家にこもる)

うまる

ji : munnu mitfabo: natan (おもちゃ

が泥だらけにな った)

「蹴り J， matsJbujun は「もつれる」 とまる

「まつわりつく」などの意味をあらわす。

ひっくりかえる

tfつunu tatfamatun (人がたちどま って

-48 -

いる)tatIamajunは多勢の人が立って人

垣を作っていることをあらわす。



tatSidumajunという語もあるが，新しい r

nagari go : nu tumajun (流れがとまる)

judumjun ともし、う。

ko: tJiki: Jun (川をせきとめる)

tJ i kij ui (せきとめる)ともいう。

basunu tumatan (パスがとまった)

kusaFuruinu tumatI (ふるえがとまる)

mI dzi nu tuma ti (水がとまる)

れになる)

っかる

m 1 d z 1 n a n t s 1 ka j u i (水につかる)

ja: nu mldzI nan tsi"katl (家が水に

で宇品首，，，‘
、

&'ν a
 

k
 

cu 

&
E
U
 n

 
a
 
n
 

u
 

・2v
J
Ud

る

2

u

h

 

¥
l
J

円
u口
A

H

M

る

っ

か

い

加

に

つ
つ
u

湯

唱

K

さすながれる

ko : nu nagar i ()IIがながれる)

nagartgo (流れ川)

lamunnu nagari (材木がながれる)

mI:FutJe: kara ?asinu nagariti つくす

(額から汗がながれる) 汗は hati，hajui

ともいう a

ko: nu ?un katJi nagari (}IIが海にな

がれる)

もる

tJuka kara mldZlnu mujui (急須から

水がもる)

ja : nu mujui (屋根がもる)

にじむ

tJつi:nu Fukja: Fukja: Jui (血がに

じんできた)

しみる

?iUkinu simjl1I (インキがしみる)

m 1 : nu s 1 ml t 1 (自がしみる)

h a : nu k? i r i j a n J u i (歯がしみる)

ぬれる

?amIni dzJ:ppui nurijui (雨にずぶぬ

?abura saJi (油をさす)

m 19usui saJ i (目薬をさす)

tJ~ku nan se: tsigi (杯に酒をつぐ)

終止形は tsIgjun とし、う。

こぼす

tJa: kubuJi (お茶をこぼす)

sata: ba kubuJi (砂糖をこぼす)

miJiba kubutJi (ごはんをこぼして)

「摂」は nada: ?utuJi (演をおとす)の

ように表現し，こぼすは用いない。

FutIgu tu Jui (愚痴をこぼす)

あふれる

mIdzInu ?ab・訂正j ui (水がバケツなどから

あふれる)

ko : nu mI dzInu ? ab・iritan ()IIの水があ

ふれた)

「涙」は， nadanu ?u ti ti (涙がおちる)

と表現する。

0でいり
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はいる Oつれだち

j a : n na: ka t J i h e : r i (家の中へはい

る) つれていく

r 0 : d 3 i U kwa i ka t J i 凶:ri (老人会に

はし、る)

mlntsl: nu ?ittJi (目にごみがはいる)

いれる

?ak・.'n話:Ji : ga tsua ti ?ikjo: (買物

につれていこう)

?in ba tsuriti ?iki (犬をつれていく)

tsun tlは tsIrltI ともu、う。

Fukuru katJi ? iri ti. (袋にいれる) やる

Fukuro: katJi t話:? i rI b・(ふところに

手を入れる)

tJa: ?intl (お茶をいれる)

sa ta : コirI ri.' (砂糖をいれろ)

tJuka : nan m"l・dzI ?i rI ti (急須に水

をいれる)

'・.
mratJi ?inn (火をいれろ)

でる

tSI ke : jaraJi (っかいにやる)

tuinumun jaraJi (鳥の餌をやる)

家畜に餌をやることは jaraIi ともいうが，

kamaI i (食わす)と言うのが自然である。

?wa: mmun kamaJi (豚の餌をやる)

コuIi numun kamaI i (牛の簡をやる)

cind 3a : mmun kamaI i (山羊の餌をや

る)

sutu katIi ?id3i bai (外へでる) よこす

ja : kara ? id3i (家からでる)

nikunnu ?id3iti (にきびがでる)

Xl n to : j i: (返事をする)

tants・"lki Jun (咳がでる・咳をする) おくる

nl tsInu ? id3 i ti (熱がでる)

nadanu ? u tl tl (涙がでる) I落ちる」 と

いう表現。

mi.'dzI nu ? i d3 i ti (水がでる)

totslki samanu t agatan (お月様がでた)

「あがった」という表現。

だす

kani ? i d3aIi (金をだす)

jiba: ? id3 a tI a (舌をだした)

ku t s i t s 'im i 

tJ? u Fu: i 

? ukui (小包をおくる)

(人をおくる)

「葬式」のことも tj?u Fu : i (人送り)

という。あの世へ送るということ。

jamatu Fu: i (日本旅へのおくり)

naha Fu: i (沖縄旅へのおくり)

とどける

mja : gi hagi (おみやげをくばる)

d3o: ?id3aji (手紙をだす) d30 : は Oもちはこび

「状」に対応する語である。

おぶう
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k?wa kasI gI: (子をおぶう)

「子守り人」は k?wadakib話:という。

八重山川平の kashi と対応する語である。

おう

kaban sagljui (カバンをさげる)

t s idzI mi juiとも b、う。

tI 0 : t S in s ag 1 t 1 (提灯をさげる)

t 1 nugui s ag 1 t 1 (てぬぐいさげる)

ni: kagg-i (荷をおう) kagJijun は はこぶ

背中におうことである.

かっぐ

mundo: ra kataml: ( katamYjui ) (も

み俵をかつぐ) i白米にした米俵」は

kumlbju :と b、う。

I 0 : ku ka tami.": (もっこをかつぐ)

「天秤棒」でかつぐことも Io: ku ka tam"た

という。二人で前後してかつぐことを，

t Ia II 0 : ku :と u、う。

tIIu katamI: (人をかつぐ) 怪我など

をして人をかついで運ぶことにいう。派生的

な「人をだます」などの意味はない。

sIna katam・，:: (品物をかつぐ)

もつ

nI: tsidzImI (荷物をもっ)

mIdzI tsidzimi (水をもっ) 手桶など

でもつ表現。

midzi wagぷ (水を腰にかかえもつ)

wage: jun は水を桶などに入れて脇にか

かえもつようなもち方をする意である.

wag ljui とも u、う。

kanl mutSi (金をもっ)

tud3i mutIi (妻をもっ) i夫をもっ」こ

とは ja : tatSiとし、う。

Iu t話: mutJi (家庭をもっ)

さげる

mitJa mutJi (土をはこぶ)

のせる

kama tJi nan kam-i: (頭にのせる)

終止形は kamijuiとし、う.

n-i : ba Fun'l- nan tsi mi: (荷を舟に

のせる)

(2 )変容の語葉

わる

garasu コutJuwai (ガラスをわる)終止形

は wajui，wajunという。

ki: wai (薪をわる)

dゼ: wai (竹をわる)

I ampare: Fug Itan (風船玉がわれた)

I ampare :は，豚の胃袋をふくらましたも

のである。 Fugi jui は「穴があく Jの意で

ある.

tamago wai (卵をわる)

tJawan watan (茶碗をわった)

くだく

? i J i wa i (石をわる)

mi tJ a : kudaki (土をくだく)
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(縫目からやぶれる)j aburi nUlm 1 nu (虫をつぶす)Clggl muIi 

nd 3aI i (にきびのたねをだす)nikibinu tani 

さく(家の屋根がつciggj a ta ? use : Ja : nu 

saki u
 
n
 
--
・，
a--
b
A
 

t1ggoro: nu ?ut It 1 ぶされた)

(雷がおちて，木がさけた)?a: sattl (つぶさclggJarUl (つぶす)ClggJUl 

(聞が干あがっ?id3itl clwan ta : nu れる)を多く用いる。

てさけている)

(ぼろ布をさく)sakl JarI go : こわす

を作るためにぼろ布?und3o : jan-go :はk?jo: rijui (家がこわれる)

k?jo: rijui (自転車がこわれ

Ja : nu 

をさいた布切れをいう。d3itenSanu 

(烏賊をさく)saki ?ikja る)

(鰻をさいて料理する)Jo : Ji ?unagi 「割った」(皿をこわした)wa tan sara 

「料理を作る」ことをいう.Io : Jui は，という表現。

k?jo: Ii (箱をこわす)haku 

かく(体をこわした)jamatIan karada 

(湯のみがかけた)

(櫛のはがkI : ri ti 

klrI ta 

ha : nu 

tJ ad3 awannu 

sabakinu 

は怪我jamatJan 

を負うことにし、う。

wata k'?jo: Jui (腹をこわす)

k?jo: tJanともし、う。

かける)

kuJi はすき櫛sabaklは普通の櫛をいいヲ

をいう。

ha : nu 

くずす

(弟IJ刃のはがかk-i: rI U sumu 

ける)

終止

形は kud3ir juiという。

m 1: nu sagatan (穴がくずれてうまる)

kワud3iriti (山がくずれる)Jama 

(鰹節をけずる)kl dZl n kasu : FuJ i 

(井戸がうまった)

(積木がくずれる)

sad3an J 19awanu 

ki-: nu おるkud3in tl 

(枯れ枝をおる)WU1 karijuda: (天気が悪くなる)kawaJi tegkinu 

(針がおれる)wUrI tl hainu とも(天気が くずれる)n
 
u
 

.，E
d
 

b
n
 

kawaJ inu 

kawaJ iは 「風向き」 がかわって天気し、う。

わけるが変化することをいう。良 くなることにも悪

(等分にわけろ )Wl: n jinne: Ii くなることにもい う

(人数をわけろ)Wl: rI nint石，

やぶる

きる(障子をやぶれ)jabun Jo : d3 i 

(きゃベkつijui gud3agud3a 

つを細か くきる)

taπlana: 
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j abui 

kabi 
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、，，
k
 



do : kunI gud3agud3a kつijui (大根を

細かくきる)

tsI i hanikつja t ta (釣糸がきれた)

I ami kつuikワjatta (綱がくいきられた)

empitsI tugi (鉛筆をけずる)

ki: kidz ijun (木をけずる)

kana tslki (飽でけずる) k idz i j u iと

もu、う.

hasan Ii cimo ?utIiki: (鋲で紐をき ka t s i b u I i x Ig i (鰹節を庖丁などでけずる)

る) 鰹節けずりなどでけずることは kldzI jui 

ha: Ji I ito kanki: (歯で糸をかみきる) 左いう。

tsImI kつi: (爪をきる)

kamatsI marusa k? i: (髪を短くきる) かる

(寒くて耳がちぎれそうだ)

sudi kagai k? i: (袖をちぎる)

tJ?uba mud3ik? i: (人をひねる)

mud3ikつi:は花をちぎったり，羽織の組な

どをひっぱってきることや，爪で人をひねる

ことにいう o kagaikつi:は，ひっぱってき つむ

tuIitIi ?ikigirOi Iun (水にもぐって息が

きれる)

ti: kitIan (手をきった)

kubi k勺: (首をきる)

たつ

k Pin taIi (着物をたっ)

ちぎる

hana mud3ik?i: (花をちぎる)

cigi sa ti m innu kつirijun gane: Ii 

ることをあらわす。 kagaiの終止形は

kagajui， kaga junで，袖・手・綱などを

ひくことをあらわす。 I綱引き」は tSI na 

kagaj色: とし、う。

きざむ

tabaku ki i: (たばこをきざむ)

けずる

kama tI i k?i: (髪をかる)

kusa kai (草をかる)

n?i kai (稲をかる)

niwaki k ?idzami (庭木をかりこむ)

I ibaFu kai (芝生をかる)

そる

cigi sui (鷺をそる)

むしる

kusa muIi: (草をむしる)

kamatIi muIi: (髪をむしる) Iむしり

合いJをすることは， muIi: kつi: j e : と

いう。

tui hani muI i: (鳥の羽をむしる)

tomatonu mI: tsInkつi: (トマトの

芽をつむ)

hana tsiUkつi: (花をつむ)

mami muIi: kつi: (豆をもぎとる) Iむ

しりとる」という表現。

ひく

no : gi : Ii suikつi: (鋸でひいてきる)

「すりきる」という表現。

円ペ
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おろす nIkannuko: muki (みかんの皮をむ く)

? ju Io: Ji (魚を三枚におろす) 終止形は mukjunという。

do : kun''':・ ?uruIi (大根をおろす) hansI ijko : m uki (さつまいもの皮をむく)

?uguma sui (ごまをする) Iすり鉢」は mamI ?a:Ii (豆のさやをむく) muki 

su ruha tJi とい う。 を用いず， ? a : J unを用いる. これは，ア

juda 時:J i (枝をおろす) 終止形は凶: カス(離す)に対応する語である。

Iuiとし、う。

は;才Aる

k'?ubi kつi: (首をはねる)

ハネルに対応する語は用いない。

そぐ

kamatJi sui (髪をそぐ)

gobo: xIgi (ごぼうをそぐ) Iへぐ」

という表現。

とぐ

ho: tJa: tugi (庖丁をとぐ)

kumY tug i (米をとぐ)

みがく

Fu rudo : gu 

nabl tugi 

tug i (古道具をみが く)

(鍋をみが く)

ku tsu migaki (靴をみがく)

ha: migaki (歯をみがく) 昔は tugi 

ともいった。

ぬく

JijagI nugi (白髪をぬく)

kつugi nug i (釘をぬく)

we : nu sukunu ?utlta (桶の底がぬ

けた) Iおちた」という表現.

むく

s"lgiijko: muki (杉の皮をむく)

? junuko: hag i (魚の皮をむく) 終止形

は hagjui という 。魚の皮はハクザを用いる。

? ikki ?utuJi (魚のうろこをおとす)

mugi: ia: Ji (貝の殻をむく) I離すJ

とU、う表現。

tidan tIrattI ko: nu muk'iti (日に

やけて皮がむけた)

haijke:tI tsIi.'buIi ?utIihad3an (こ

ろんで膝をすりむいた)

はぐ

te : Fu J i ? ikkjanu Fukin 19attl 

(台風で棟のおさえが吹きとられた)

終止形は Fukinlgajui という。

kasanko: hagi (かさぶたをはぐ)

t s i: m i n l' 9 a J u d d 0: (爪をはがすよ)

終止形は nIgaJui とし、う。

? uduijko: hagaI i (ふとんの皮をはがす)

peijki nu hagi ti (ペンキがはげた)

Futun makuri (ふとんをはぎとる)終止

形は makujuiとu、う。

まがる

jujuganI magi: (針金をまげる)

k'iuginu magatI (釘がまがった)

ts'i1buJi: magiti (膝をまげた)終止

形は magijui とし、う。

A
サ
Fh
d
 



~ u t S i t s lka j u iは，空腹のために腹が

背にくっついている状態になっていることを

る)ためる

「まげる」と(竹をためる)mag1 d 1 : 

u、う。いう表現。

くぼむたわむ

(道がくぼむ)u
 

・
可
B
J
Um
 
u
 
旬。u
 

nf Ln
 

mitSinu (枝がたわむ)果実がなりS 1 darl judanu 

ほる

すぎて，枝がたわむ状態になることをいう。

(井戸をほる)Fui Jlgawa しなう

(溝をほる)

(さつまいもをほる)

ha tぶ: kadi (畑をたが

Fui 

kadl 

mid3u: 

hansi 

(竹が風でし

とし、う。終止形は nabo:rljui 

nabo : rI kadzl S i dl : nu 

なう)

kadljui は，

やす)ねじれる

(田をたがやす)のように，kadI t a : (針金がねじれる)sam ku tl JU Jugan 1 nu 

「たがやす」の意がある.

? akl (田をつくる)

とu、う。終止形は sanlkujui 

を

'
田

は

新

・I
A

f

l

、

u
 

-
可

a
dk

k

 

a

a

 

、，f

、，r

ta : 

S inda 「開墾する」の意。ひねる

開墾すること)。(首がまがっている様子)JU: ga k?ubi 

(印鑑をほる)u
 
F
 

han (首がゆがんだ)jugadan 

sanl ku tl 

1
 
・huu
 

L
民

(腕にい? in ten ? iredzumi nan ?udl (手をひねった)tI 

れずみをほつである)終止形(蛇口をひねる)mudi d3agutli 

mud fjui という。iま

かれる

終止形(木がかれた)kan tl 

は karij uiとし、う 。

泊・:nu 

終止形(足を 'コねる)

つねる

mud3 i kつi: 

は mud3ikつij uiとし、う。

hagi 

しおれる

終止(花がしおれた)

。'
つ
、iv 
'且

し
r」

t
盲且

・
I

r

u
 
--

.
可
a
d-
-
o
 

V

A

Q

U

 

.‘
 o
 

cd 

su : rI tI hananu 

形は

Jase : nu 

(徳利がかたむく)JugamJun 

かたむ く

tukkuinu 

(野菜がしおれた)

へこむ

終止形(花がしぼんだ)

とし、 う。

S 1 bud 1 

は sIbujui 

しぼむ

hananu 
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(目がへこんだ)

「黒ずむ」に相当する語で，

kワurudI

kつurumjunは，

へこんだときの状態をいっている。

?utSitsIkati (腰がへこんでい

町11 : nu 

gamakunu 



つぼむ

hananu ts~budun (花がつぼんでいる)

kasa : kつu: i (傘をつぼめる) 終止形

はぜu : jui という o I閉める」意もある.

しなびる

hansI nu kugarI jui (さつまいもがしなび

る) kugaraSui (しなびさせる)という

他動調もある。

やせる

du : nu je: ピi (体がやせた) 終止形は

je: jui， je: jun という。 沖縄奥武で

は je:ja: d3imu (やせている肝) とい

う表現がある。これは魚やさめなどの肝につ

いていう。 Iやせる」という意味では用いら

れない。

かじかむ

t i: n u '? u t S i k e: tI (手がかじかんだ)

?utJike : juddo: (かじかむよ)

のばす

getta nubaSumI (ゴムをのばすか)

ふくれる

mu t tJi : nu FukurI tl (餅がふくれた)

終止形は印刷r1 j ui とし、う。

はれる

ts・l'ranu Fuku rI ti (顔がはれた)

tI : hagI nu Fukurl U (手足がふくれた)

gabunu d3 ind3 in Fukuiiti kjui (お

できが次第次第にふくれて くる)

mIbuts・I: nati (目がはれる) I目が

はれぼったくなる」という表現。

gabuは，おできのような「はれもの」一般

をさす。 '?aud3iruSiは「青くはれあがった

あざ」をいう。打撲によってできたもの。

「みみずばれ」は '?ausldzl ともいう.

ふとる

kunuguru k?w・e:SlgltS1 (この頃はふと

りすぎている)

凶:nu Fude: j un (木がふとる)

k?we: jun は「こえる J， k?we: S1g1 

jun は「こえすぎる jに対応する。

はる

tInd3o: hai (天井をはる)

wa ta ? ippai na ti (腹がはった)

tImmaku hai (テントをはる)

SaS in hai (写真をはる)

ko : jaku hai (膏薬をはる)

むくむ

hag i nu FukurI jui (足がむ くむ )

?ampare: FukuraJi (風船をふ くら ます) tsI ranu FukurI (顔がむくむ)

?ampare' : は，豚の胃袋をふくらまして作

ったもの。昔は太鼓なども作った。

wa tanu FukurI ti (腹がふくれた)

子供などが叱られて「ふ くれる」ことは，

bukk ljun とし、う。
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ふやける

hag inu cid3ajui (足がふやける)

「豆jを水につけていてふやけることにもい

う。足を水につけたり乾かしたりしているう

ちに，足にひびがはいったようになるが，こ



れを ta: wan という。 はく

?aJigja k?un (下駄をはく) 1♂umjun 

こえる 左もいう。反義語は n"l9 i ， n 1 gi j u iとし、う。

mitJanu ke: tl (土がこえている) t abi nuki (足袋をはく)反義語は hadzi: ， 

hadzijui とし、う。

むくれる hakama kつi: (袴をは く)

warabI nu bukkI tI (子供ぷむ くれている)

終止形は bu地 ljun という。 カ刈する

m・叩ani k石: (眼鏡をかける) 反義語は

うむ hadピi:とし、う。

gabunu tUdl (おできがうんでいる) denwa ke: (電話をかける)

終止形は tumjunという。

gakinu ? udl (柿がうれる) I柿 jは単独で はめる

も，語頭が濁音で gakiという。

n ¥nu ?udi (稲が熟する)

jagatl ?umjum 1 (やがて熟するか)

はらむ

jum lnu haradl (嫁が妊娠している)

? junu ha ram 1: (魚がはらむ) I魚の卵」

は haramlとし、う@

?uIinu harad 1 (牛がは らんでいる)

人間も動物も区別な く， haramjuiという。

っかれる

kju: ja darI ti (今日はつかれている)

(3) 着用の語量

きる

k?in kつi: (着物をきる)

終止形は k?ijui という。反義語は hadu:， 

hadz ljui とし、う。
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ti buku ru nI ki (手袋をはめる) 終止形

は nlkjui とし、う。

? ud i duke: hami (腕時計をはめる)

? u j u b u 9 a n "1 t i: k a t I i n i k i (指輪を

指にはめる)

かぶる

buJi kabui (帽子をかぶる)

kasa kabui (傘をさす)

mi n kabui (お面をかぶる)

c igjuru midzi kabui (つめたい水をか

ぶる)

sugkabui Iun (借金をかぶる) I損かぶり l

という表現。 hoJo:do:n (保証倒れ)

という言葉もある。保証人にな って他人の借

金をはらうような状奇襲になることをいう 。

しめる

kつjubi: Ji: (帯をしめる) Iする jとい

う表現。

kつjubi: νubi: (帯をむすぶ)

hatIimaki k?ubi: (はちまきをしめる)



Sitaobi SimI: (ふんどしをしめる) まとう

終止形は SimIjun という。

反義語は hadu: という。

kjoragin k?i: (晴着をまとう)

lasimatslbui Sun (足手まといになるこ

とをする)matslbui は糸がもつれたり，

物事がこんがらかることにいう 守つける

botan tsIk・i (;fタンをつける)

kandzaSi saSi (髪かざりをつける) むすぶ

kamatIi nan ;>abura: tsIkI: (頭に

油をつける)

k
' 
i dzi・gutIi nan k'dsui tsiki (1:毎日

に薬をつける) r切り傷Jは kワi:k?idzi 

とし、う。

'oIiroi t訂 正'i (おしろいをつける)

k/inna muta: tsikIta (着物に土をつ

けた)

さす

saban wu: tSlkl (草履の紐をむすぶ)

kudzInu wu: k?ubi: (靴の紐をむすぶ)

haoi nu cimo k ?ubi: (羽織の紐をむすぶ)

k? jubi: Iun (おたいこ帯をむすぶ)

tl: tSlnagi (手をむすぶ)

終止形は tsinagjui という。

jen musi bI (縁をむすぶ)

ti : hagi k?ubi: (手足をしばる)

つなぐ

haisaSi nan hai saSi (針さしに針をさす) nuiso : t s? l-nagi (糸をつなぐ) 終止形

niginu ?ittSi (とげがささった) ts?inagjui という。

nigi は，古語の(のぎ. ~J に対応する。

沖縄ではンージと言し¥， rとげ」一般をさす

と同時に， r魚の骨jなどにもいう。

しく

nid3 iki I iki (ござをしく)

dzaFu ton S iki (座ぶとんをしく)

?udu cijug ljui (ふとんをしく) rひろ

げる jという表現。

slna hoi (砂をしく) ho: jun (まく)

で表現している。

くるむ

? a : kつwa k i t t 0 : S i t sI m m i (赤ちゃ

んを毛布でくるむ) tsIm m jui (包む)

で表現している。

F unI t sつinagi (舟をつなぐ)

ti! tsつinagi (手をつなぐ)

? i n t s? -l'n a 9 i (犬をつなぐ)

ts勺geki Iun (つぎ木をする)

すげる

;>aIigjanu hanawu: ts'iki (下駄の鼻

堵をすげる)

kamanu ji: Sl gl (鎌の柄をすげる)

終止形は slgljunとし、う。

っかむ

;>iki フjuba miOgi: (生きた魚をつかむ)

終止形は miogjun とし、う。

?amma: tl: tsinagi (母の手をつなぐ)

「つかむj の意では， miOgi ということが

円
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できる。 しまう

do : gu kakko: i (道具をしまう) 終

つかまえる 止形は kakko:jui という。

nus udu mi{)gi (どろぼうをつかまえる)

mja: nu nIdzIn tui (猫がねずみをとる) (4) 火熱の語量

ゅう

kama tJi jui (髪をゅう)

ゆわえる

ni: k ?ubi: (荷をゆわえる)

たばねる

gaja nigi: (茅をたばねる) i茅Jは，単

もえる

mつatSl nu me: jun (火がもえる)

kun ki: ja jittSa me": jun (この木

はよくもえる)

naniku me": Si (ごみをもやす)

Siba m石:S i (落葉をもやす)

kundo : nu kつwad3iSi nakan ja me: 

t S i (今度の火事でおもやをもやしてしま

独で用いられるときにも，語頭は濁音で った)

~aja という。 nigi :の終止形は nigijui

とu、う。

kusa nigi: (草をたばねる)

kI: maruki (薪をたばねる) 終止形は

marukjui とし、う。

たく

hamme : taki (ごはんをたく)

Furo : taki (風呂をた く)

ka ti mun taki (おかずをたく)

kamatSinu mutu kubi: (髪のもとをた

ばねる) i元結jのことは mutuju:とい つける

つ。

つつむ

k?waJi ts・immi (菓子をつつむ)

FuruS ikiSi ts 1 mmi (ふろしきでつつむ)

k? in takubi (着物をたたむ)

ka s a : k? u: i (傘をたたむ)

takubi の終止形は takubjui という。

かたづける

cutSi ?iSi Si ci: ts・ikI (火 うち石

で火をつける)

ro : soku tubuSi (ローソクをつける)

おこす

m?a t SI ? ukuSi (火をおこす)

cid3i: (もえさし)， sumi (すみ)， 

tandzl n (すみ火・炭すみという表現)1 

hai (灰)， ? aku (灰汁)， d3iju 

(地炉)， d3 i j u b e" : ( (地炉灰)

waku : ka ta tsiki (仕事をかたづける)

j a : ka t a t s"l kI (部屋をかたづける) あぶる

Q
J
 

Fhd 



;J ikja ?abui (するめをあぶる)

tl: ?abui (手をあぶる)

ゃく

ji: no: jaki (山をやく) j・i:no :は

山・原のことをいう。

ja: jatJan (家をやいた)

sI n j aki (炭をやく)

jatJu: jaki (突をすえる)

?ju jaki (魚をやく)

mu tt J i: j aki (餅をやく)

niku j aki (肉をやく)

tamago jaki (卵をやく)

hanS-l: jaki (芋をやく) ~里芋」のこ

とは ?un とし、う。

;>uban nigi: (おにぎりをこしらえる)

こげる

nabi tJ iki : nu tu tsI (おこげがついた)

「おこげ‘」のことは nabitJiki:という。

これは「鍋っき Jという表現である。

c i : ki j a t J i j a k it u kU  a n (干あがって

こがした) ci: kijaJui とは「干あがら し

てしまう」ことにし、う。 jakitsikijui は，

鍋が「焼き ついた jことをあらわす。

tataml jatJi (畳をこがした)

くべる

kI: dondon me: sI (薪をどんどんくべ

る) Iもやせ」という表現。

あげる

?agimun Ji: (てんぷらをあげる)

「あげる」は?agI j u iという。

いためる

tamananu ? abura ? i : ki: (きやべつの

油いため)r野菜いためJなども， I豆」と

同じ く， ?i: kjui (いる)という。

いる

mami ?i: kjui (豆をいる)? i : t J i ? uko : 

(い っておこ う) ?i:kjo，: (いろう)

わかす

j u: wa: J i (湯をわかす)

tJ a: wa: Ji (茶をわかす)

Furo: taki (風呂をわかす) I風呂」は

「たく」と表現する。

misuJiru wa: Ji (みそ汁をつくる)

ゆでる

tamago judIjui (卵をゆでる)

コibitat)ga: ni: (海老をゆでる)

ゆがく

?ika m-idzIdaki Ji: (烏賊をゆがく)

do : kuninu m'i dzIni: (大根の水だき)

戸unu maJuni: fi: (里芋を塩を加えてに

る)

せんじる

Sind3i gusui (せんじ薬) 終止形は

Jind3ijui とし、う。

たぎる

ju : nu takitSan (湯がたぎっている)

takitSuddo: (たぎ、っているよ)
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あたためるiこる

;>ju ni:tJi (魚をにる)

mamI ni: (豆をにる)終止形は njui と

いう。 (5)飲食の語量

Jirunu ci: kiritan (みそ汁がにつまった)

むす

;>amamI: gaJiki muJi (赤飯をむす)

kaJiki とは「おこわ jのことで， Iふかし

ごはん」ということ。;>amami : ;> uban 

taki (あずきのごは人をたく)

ふかす

mand3u: kaJiki (まんじゅうをふかす)

終止形は kaJikjui という。

むれる

"tuban ;>unJ i (ごはんをむらす) 終止形

は"tunJ ui とし、う。

kju: ja ;>utuJJa Fumikjui (今日はひじ

ように暑い)

hag inu muJ un (足がなれる)

いぶす

;>abuid3aJi (いぶり出す)

終止形ははbuid3aJ ui とし、う。

bin t 0 : nukumi (ベんとうをあたためよ)

たベる

munu: kami (ごはんをたベろ) I食べ

る」の普通態は kamjui，尊敬壊は miJo: 

J U1 とし、う。

くう

ha mme : kami (飯を くう) 終止形は

kamjui とし、う。

gadzanun kつu:watta (蚊にくわれた)

se
O 

: gure: (酒のみ) 普通の表現は，

s話: nun (酒をのむ)

;>uJ inu munu kadu i (牛が旬を くっ ている)

のむ

m ldzI numjui (水をのむ)

kusui numjui (薬をのむ)

se: numjui (酒をのむ)

suikwanu tanI ba nuokun (西瓜の種を

のみこむ)

tabaku Fukjun (たばこをのむ)

;> junu jiduba nuokumjui (魚が餌をの

みこむ)

くすぶる

kibuslnu FutsImui (煙がくすぶっている) かむ

コuJinu nigan Jun (牛が草を胃から出し

けむる

ki:nu FutsImuti (薪がけむっている)

あたる

m ;> a t s i n u ku n (火にあたる)

てかむ) ni gan は「寝がみ」であろう。

cind3a : nu mun kan (山羊が餌を食って

いる)

hamme : ji: Fun kamI (ご飯をよくか

め)

、ipo 



;linuni kワu: wa t ta (犬にかまれた) 現。

habun kつu:watta (ハブにかまれた)

「ノ、ブ」の場合は，と くに;latIrattan(あ ふくむ

てられた)と表現する。

終止形はほtirar話iという。

かじる

m'{ du Fu kun (水をふくむ)

?amIdama Fukun (飴玉をふくむ)

(6 )主な動詞

hansi k;l uiwai (さつまいもをかじる)

kつuiwajunは， r食い害IJる」という表現。?a : naki (あおむく)

rI Dgo kつuiwai (リンゴをかじる)

ni dzInnu hans'l: kamjui (ねずみがさ

つまいもをかじる)

cu : t S i ;l i: (あぐらをかく)

?a:gaju~ (明るくなる)

?a : ga tun (明る くなっている)

;lujanu sirii kad3i: (親のすねをかじる) ?asubi: (遊ぶ) ?a sub jun ともいう。

nukun (あたたまる)

つつく

tuinu mumba tsikjagijui (鳥が餌をつ る)

m?atsi.' nukun (火にあたってあたたま

つく)

;l u j aduinu k ?wakkwa : ba t sつ・1・kihagaSi 

(親鳥がひな鳥をつつきはなす)

なめる

?amIdama Sibui (飴玉をなめる)

終止形は Jibuj ui とし、う。

;lujamja : nu k?wamja: ba naml jui 

(親猫が仔猫をなめまわす)

sa ta : ba namI jui (砂糖をなめる)

すう

りつi: nun (乳をすう) r飲むJ という

表現。

? iki S i: (息をすう) r為る」という表

現。

すする

kame: jui (頭にも のをのせる)

奄美では沖縄のように，頭にものをのせて運

ぶ方法は，あまり発達しなかった。それは，

山が多く喚しい山道が多かったからだと考え

られる。そのかわりに， teru (ざる)に

tenno: (ざるの緒)をつけて，頭にかけ

てものを運ぶ風習が発達していた。

?atsImIrI (集める)

FumIkjui (暑い天気になる) FumltSi 

とも U、う。

FumIkjuro (暑いだろう)

FugaS i (穴をあける)

mI: FugaS i (穴をあける)

?ami (編む)

jamI: (あやす) 浦上では sIkas'i とい

つ。

?are: (洗う)

"? aiki: (歩く) ?aikjui とも， ?aikjunと

kai kan (粥をすする) r食う」という表 もいう a

つ』FO
 



?ukinkara juwangadi ?aiki (宇検から

湯湾まで歩く)

? j ui (言う) ?jun ともし、う。

?ikid3un (生きている)

nama ?ikid3un (今生きている)

n? jutIi hamajun (一生懸命になる)

n?jutIi hamatun (一生幣命になってい

る)

wui (居る)

tJつunu wui (人が居る)

つi戸 (入れる)

munu ?I rI (物を入れる)

munu: ?i rI・go: nan? i rI rI (物を

入物に入れよ)

ja: ka tI i パrirI (家に入れる)

katsl rI (飢える)古語の「かつえる」に対

応している。

katslrld3 in (蛾死)

ka tSI rI gan (飢え食い) ムシャムシ

ャ食うことの形容ともなる。

kats且rIという語は， iがつがつする jの

「がつがつJや，沖縄の katIiri: n (芋な

どがしなびて，しわしわになる) gad3 ir i : n 

(極境にやせほそる)などの語根とも関係が

あろう。

?Ul (植える)

t a: ? Ul (田植え)

?ukjagatl (浮かぶ)

Funlnu ?ukjagatt (舟が浮かぶ)

?utaIi (歌う)

?utaJa: (歌する人)

コutslki: (うつむく)

mつarljun (生まれる)

m?arita (生まれた)

naI un (産む)

kコwanaIi ju: w話: (出産祝い)

harami (妊娠すること)人間や動物一般

についていう。

harama: (妊婦) 人間や動物一般につい

ていう。

kつwa naJ a: (生まず女) i子無し者」

という表現である。

burIggwa (多産の子供達) i群れ子」

という表現をとっている.

?id3aIi ju: we: (お七夜) 初外出の

お祝い。

sldljun (鮮化する)

tSl kanajun (飼う)

Iinjun (死ぬ)

kuI I un (殺す)

コumj un (熟む・熟する) ?udan (熟んだ)

gakinu ? umjun (柿が熟む)

n?inu ilumjun (稲ぶ熟する)

?use: (埋める)

munu ?use: (物を埋める)

? usajuml (埋めるか)

? ui (売る)

? ui kai I i (売り買いする)

?lrabl: (選ぶ)

?uja: Iun (追い払う)

人でも，牛でも，鳥でも「追い払う」こと一

般についていう。

?Uitslkijun (追いかける)

?ogami (拝む・祈る)

Xl: (起きる) Xl: jun ともいう。

?UtJUkl (置く) ?utJukjui ともし、う。

munu ?utIuk1 (物を置く)

tS?lnad3uki (つないで置く)

?ugujun (著る)

jusljun (教える)
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(おろす)IuruSi 

nl 

(字を教えよう)jUS1 ro : dZl 

(荷をおろす)IuruSi (本を教えよう)jUSI ro : hon 

冒
且rA 

、j
u
、J町

るれソお
J
'
s

，、、
Iun (仕事を教えよう)

「教える」ことにもいう。

jUS1ro Sigu tu 

(二階からおりる)nikaikara 家などをきかれて，

(おしゃべりする・方々に言いjuokjabujun 

(買う)kaui : ふらす)

(買わない)kauran (おしゃべりするな)juokjabunna 

(買 った)kauta 人るす

m

nノ

ra
 

ベ

r

ゃ

.
M

しおjuokjabuja: 

(買うな)kaunna (おしゃべto : juokjabuja: 

(買う人)kauj a : りする人とは相手にできない)

(買物)kauimun (踊る)maoki 

ne : nta (買うものがなロJUnnakaujun ともし、う。wudui 

かった)(踊る人)wudui Sa : 

(買えば、よかった)jitJa: tta kaubba (落とす)I utuS i 

xIguru 

nl kan (みかんをおとす)

I u ti ti (飛行機がおちる)

ka~l9 .1 rI・ ともし、う。

kaggl. rI (おぶれ)

(買え)kauri (垢をおとす)? u tuS i 

(飼う)tsIkanajun IutuJi 

(わずらう・めんどうをみる)wadu rajun ciko : kinu 

kaggl tS Iu : wadzIrajun (病人のめんどうを見る)(おぶう)

田植をするときのよ(かがめる)Iutslki (おぶろう)kaggl ro : 

k ?waba うに月要をかがめる。(子をおぶう)kaggi 

( f蚤く)

jugo : sa: tI 

kaki S ikar 浦上では 「おぶう」を Sikari，または

(かゆいか ら掻け )kakl junという。また，前に紐をして 「抱 くJこ

(掻きむしる)kakimuSi: 紐をしないで 「おとし、う。とを me: S ikari 

(掛ける)ke : jui 

kasabl : 

ぶ う」ことは kuSidakiまたは kuSidakaS i 

I u tSike : jui 

(重ねる)

(かじかむ)?utJike: i 

という。これは「後抱き」 とい う表現である。

ちなみに，前に抱 くことは me: dakiとい う。

「抱く」に前後の差が明確に区別されてい る ともいう。

I u tS ike : ti (手がかじかむ)tl・nuことは， i甫上方言の特徴である。

Iubukurijun (溺れる )I u bu ku r i j u i (かぞえる・勘定する)sannjo: Ji : 

ka ta t SI kl-r-l 

とも

(片づける)し、う。

IubukurIjuddo: 

町/arijun

ka tam -1 jlれともし、 う。(かつぐ )ka tami. (おぼれるよ )

kataml: (荷をかつ ぐ)nJll (生まれる)

kataml (丸太をかつぐ )

katamI (天秤i奉でかつぐ)

katam ・i (荷を中に

marutambo : 

? 0 : ku : S i 

tIai ?o:ku: 
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して棒を入れて二人でかつぐ)

?umj un (化膿する) ?udan (化膿した)

kabui (被る)

kasa kabui (笠を被る)

buf i kabui (唱子を被る)

kamaijun (かまえる )

nja : nu kamaitun (猫がねらいをさだめ

でかまえている)

ka m a t s i s i k i (髪を硫 く)

「髪油」は kamatsi ?abura とも， tsI ki 

kUSljui (着せる)

?udu kusI: (布団をかける)

k? in ku sI : (着物を着せる )

kusI : の kuーは，沖縄でも kuJi: n 

(着せる)のようにな って，キに対応してい

ない。

f a b 1-: (着かざる)

kiUtsiki (気をつけ る )

kamI (食う) kamjun ともいう。

hamme : kamI (ものを食う)

?abura ともいう。 kanno: fi (食い残す)

Fuukamjui (噛む) ku sa rI t I (腐る) kusar・1: ともいう。

ju: Fuukaml (良く噛め) 魚や肉が腐ることにいい，ごはんや芋などは

nlgan (噛む) 牛などが長時間，草を噛む。 s1: jun (鐙える)という。

? i t s i m a d i.on n i ~ a n s u n n a (いつまで

も食っているな)

kam j un (かみつ く)

habu (ハブ)， ? in (犬)， ?wa: (豚)

などがかみつ く。

kai: (借りる)

karI t i (枯れる)

ki: nu karIti (木が枯れる)

ka wa tf i (乾 く) kawakjui ともいう。

nudunu kawatfi (喉がかわく)

ne : fui (くじく)

ne: fuddo: (足をくじ くよ)

ne: tfui (足を くじいている)

hag iba ne: tfan (足を くじいた)

gud3ukui (くすぐる)

xI kkudun (くぼんでいる)

k?un (汲む) k7 umi :ともいう。

mIdu kつun ?agi (水を汲みあげ、る)

k?udui (汲んでいる)音韻的には kudui

(込んでいる)と対立してい るσ

kつo: hajui (乾 く) ko : hatta (乾いた) νuramjun (肢む)

Fuf imunnu ピo: hai (乾物がかわく)

kつo: habbaja jittfa (かわけばよい )

物がかわくことには， Vo:ha jui を用い，

喉がかわ くことには， kawakjui を用いる。

kFJui (聞 く) kltfui (聞いている)

薬が効 くことも kikjuiという。 kitfi : ko : 

(聞いて来い)

k? i: (着る )

kつinu: k? i: (着物を着る)

kつi: ke: (着替えること)

m 1 : n u k? u r a di (目が くら む)

kugi (漕ぐ)

Funi kugi (舟漕ぎ)

tfつid3imaj un (こごえる)

hagke: (ころぶ ) haUke: jun， haUkubbi 

ともし、 う。

kurubi (ころぶ)

dukurubi (自分でころぶ)

ko : majun (困る)

wanna ko: ma ti (私は困った)
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kuHi: (殺す) kuSIun ともいう。

sunIbui (ごろ寝する)

su :は「皆」をあらわす接頭辞である。

kつwa naI i (子を生む)

kjo: Ii (こわす)

ja: kjo:Ii (家をこわす)

sakj un (咲く)

sagi jui (さげる・掛ける)

sag it uば (さげておけ)

kagg・i! (支える) ざるに縄をつけて頭にさ

さえる O

kama tsI ni kaggI : (頭にざるをささえ

る)

沖縄では「支える」一般に kaQe: inという。

コabujui (叫ぶ) 遠くに居る人を大声で呼

ぶ意にも用いられる。

sa bi ti (錆びる)

sam・iti (醒める)

mI : nu sam・it正 (目が醒める)

sudan n (しおれる)

ki : nu sudarI n (木がしおれる)

? 0 : Ii (叱る)

浦上では，i i to : Iiまたは ?itaguriという。

miIikjan (叱る)

目を大き くして怒りを示して叱ることで，言

葉を出さない。このようなときの自のことを

?ajam1 :と u、う。

d3ikannu ka: jui (時間がかかる)

slgejun (茂る)

I ikki: (沈む) I i kkj u i ともいう 。

SikkjaIi: (沈める) I i kkj aS ui ともいう o

sI nabirit'i (しなびる)

fim-l-jui (締める)

fijagi (精げる)

S injun (死ぬ) I i d3 an (死んだ)

mo : Iun (死ぬ・なくなる) 人間だけに用

いる尊敬語。

kakko: i (しまう・保管する)

kad3imIri (しまっせよ)

kつu:jui (閉める)

kamI nu Futa kワu: i: (費の蓋をしめ

る)

?utJiki: (しゃがむ)

faFutukl- (しゃぶっている)

S ibu tukiとも， Ii bui ともし、う。

IittIui (知っている) Sijan (知らない)

sl : jun (鐙える) s i: t an (鐙えた)

ごはん類が腐ることに用いる。 I腐ってすっ

ぱ くなる」ということが原義で， I酢j を動

詞化したものがこの語の起こりである。魚や

肉などが腐るときには， kusan: 左いう。

sitiri (椿てる)

suiki: (すり切れる)

? i: (坐る) ? j u iともいう。 ?ittSi (坐

れ) ?juba (坐れ)

?ittSui (坐っている)

suwa ti mo: r-l (坐ってください)

suwarinSo: rI (坐ってください)

c i: I i: (性交する)

鳥・牛・馬・山羊など動物一般の場合には

tSl bbjui とし、う。

コutSikja : ri (背をもたせる) naukja: 

ri ともし、う。

sui (剃る) sujun ともいう。

suruti (揃う)

to : f i (倒す)

ki: to:S i (木を倒す)

kade : (耕す}

Fhu 
nh
U
 



浦上では had話: ? a t s 'ikる! (畑を耕す) [i? iki，または tsindi つikiとし、ぅ。

という。 kUlmatJibui (つまずく)

-
冒
且a'L a
 

4
E
W
 

、、，，，る‘え

1
J

貯

っ

(

立
，，目、
、

n
 

・日

n

.

1

u

 

m

げ

a

a

 

&
E
U
，

&
E
U
V
 (立て)

tat[um1 ta t[ui (立っている)

ているか)

ta t 1 (建てる)

kamjui (食べる) kamjun ともいう。

hamme: kamjui (ものを食う)

(立っ

tamajun (たまる)

kaninu tamajun (金がたまる)

sand3arI (だらしがない)

sand3an ko: (だらしのない人)

ko:は「人」の義である。

taran (足りない)

?id3a[ui (出す)

[iba ? id3aJi: (舌を出す)

? id3i: (出る)

ja: ? id3 i: (家を出る)

haga[i: (乳離れ)

豚・山羊・牛・親子などを親と子に分けて乳

離れさせること。

hagari ?wa: (乳離れした豚)

mind3un (つかまえる) mind3an (っか

まえた)

どろぼうや鳥・虫・魚などをつかまえる。

nusudu: 0 mind3an (どろiまうをつカhま

えた)

手をにぎることも，ごはんをにぎることもい

つ。

t[つakut[i: [un (つまみぐいする)

tsim比un (詰めこむ)

ts? I Dki: (摘む)

tsin (積む)

Funi.・ katsI tsIn (舟に積む)

ts?ingi (つむぐ)

tsつiratta (釣れた)

daiban ?ijunu tsi'ratta (大魚が釣れ

た)

t sI : (釣る)

?jUtSl: (魚釣り)

tsIbbu: (釣り竿)

sI t[ui (手足をのばす) u t[unともいう.

hagi sit[i (足をのばせ)

?UjUbl magitai sit[ai (指を曲げた

りのばしたりする)

ゴムや髪などの「のばす」ことには nuba[un

とu、う。

t 1 jun (照る)

k?umujun (曇る)

har・1・jun (晴れる) harI tun (晴れて

いる。)

Fujun (降る)

sIrarui (できる)

wannln s']'rarui (私にもできる)

t ugai (尖る)

tugi: (研ぐ)

tugi[i (研石)

h: mind3i ?aikjun (手をにぎって歩 く) t udukjun (届く)

dari jun (疲れる) darI ti (疲れて) t i: nu tudukjun (手が届く)

tsukure: (つく ろう)

tSl mmi: (包む) tsI mmjun ともいう。

tuki jun (溶ける)

tubjagai (飛びあがる)

ふろしきや紙などに「包んで行け」は tsitu: wudui (とびこむ) wuduikun ともいう。
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tubjun (飛ぶ)

tuinu tudun (鳥が飛んでいる)

?usaginu tudun (兎がはねている)

tuma i (止まる)

tuinu ki: n ? ui nan tuma jun (鳥，

が木の上にとまる)

nai wu: rI ti (実が成って枝が折れそ

うにしなう)

nainu nai (果実が成る)

nai sagai (すずなりになる) Iなりさ

がる」とし、う表現.

? 0 : j un (似合う) ? 0: t ui (似合って

basiga teirju: Sonu me: nan tuma いる)

tun (パスが停留所の前にとまっている)

tumai (泊まる)

tSつunu ja: nan tumajun (人の家に

とまる)

naui (絢う)

no : Si (治す)

naga ?iki Sun (永生きする)

nagan・ti (流れる)

FunI nu nagari ti (舟が流れている)

nakjui (泣く) natSui (泣いている)

nakjui (鳴く) natJun (鳴いている)

鳥の鳴き声一般についてしづ.鴛などはとく

に Fukjun とし、う.

bui jun (吠える)

?inuga buijun (犬が吠える)

wo : kuja: Sun (じゃれる)

ne:n natan (なくなった)

nag'i (投げる)

?ili nagi (石をなげる)

Sibui (なめる) Iしゃぶる」に対応する。

浦上では nabuiという。これは「なめる」に

対応する。

nama t i (なまる)

ho: tSa: nu namatI (庖「がなまる)

nare: (習う) narejun ともいう。

nari jun (慣れる)

nai (成る)

mabu jui (にらむ) 終止形は mabujun と

もし、う.

tS? uba ma bunna (人をにらむな)

ピinnui (縫う)

nigjui (抜く)

ha : nl' gi (歯をぬく)

hadzI: (脱ぐ) hadzi jun ともし、う.

kつinu: hadzI (着物を脱ぐ) k? in 

hadzI :とも b、う町

ha t ti k・i: (脱いでおけ)

nurijun (濡れる)

murulukun nuriti (びしょぬれになる)

nui (塗る)

ni bui (寝る)

haukubi: (寝ころぶ)

nI kudun (寝こんでいる) n iku dubba 

(寝こんでいるから)

no : i (残る)

nIdzImI Iun (覗く) Iのぞき目する」

という表現。

nubjun (のびる) nudan (のびた)

gumunu nubjun (ゴムがのびる)

!1umj ui (飲む) nun， numjunともいう。

se: numjun (酒を飲む)

mI dzi n un (水を飲む)

nui (乗る)

Funi nan nu i (舟にのる)

nusI jui (乗せる)
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he: j ui (入る)

kasa nan madun he: rI (傘にいっ

しょに入れ)

mui (生える)

kusanu mui tl (草が生える)

ko : d3inu πluitI (麹が生える)

haniti (跳ねる)

ham l: (はねる)

ha j ai (はやる)

sI tari jui (すたれる) sltarltan 

(すたれた)

hanarl (離れる)

ku : ru mui (自生すること) cikjajun (光る)

hau i: (這う) haujun ともいう。 hauta ci:n (ひる)

(這った)

蛇が這っているときにも，子供などが這って

いるときにも用いる。

datfinu ;lakjun (はかどる)

ha : i: (計る)

ho : ki: (掃く)

haki (吐く)

munu haki (ものを吐く)

「あげる」ことは， ? ape : f i t]ともいう。

takkja bui (吐く)

「よだれをたらすJことにも judan

takkja bui とし、う。

kつumjun (履く) k?un， k?umi(:)とも

し、う.

tabi k?umi (足袋をはく)

? af igj a k?umi (足駄をはく) ド unと

もいう。

saba k? un (草履をはく)

νudzI k?un (靴をは<) 

hag -1 (禿げる) kama tIinu hagI (頭が

はげる)

hasaman (はさまる)

had3imI (始める)

ha : t ari (はだける)

ha : taribo: (前をはだけている人)

ha taraki (働く)

hana fui (話す) hanaIunともいう。

hana ci: n (鼻をひる)

hana citIi (鼻をひって) Iくしゃみj

をする意味になる.

cu : gl (広げる) cu: gljui ともし、ぅ.

Fuki (拭く)

sagjun (ふさぐ)

kutfi sagi (口をふさぐ )

m 1: sag i: (目をつむる)

kwe : t 1 (ふとる)

duge: jui (ゆれる) duge
O 

: ともいう。

自らゆれることにいう.

cinajui (減る)

maruku na i (短くなる)

?empits1 maruku nai (鉛筆が短くな

る)

F u j un (堀る)

makanajun (まかなう)

日waokj a kamasam ba nar an (子供達

を食わせねばならない)

sldatljun (育てる)

magat1 (曲がる)

mitSi mElgat1 (道が曲がる)

magajo mitIi (曲がっている道)

s"igi: (ませる)

sigitIun (ませている)

madzI rI (まぜる)

kum i t u mam itu madzI ri・(米と豆と
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をまぜる)

mani ;> 0: Ji (間に合わす)

ts i ka bui (乱れる)

kama t sI nu ts・ikabui (髪が乱れる)

m jui (見る) mjunともいう。

Si bai m j un (芝居をみる)

n ikku r a t '1 (見やがって) 卑語。

FukaSun (蒸す)

k;>ubi: (結ぶ)

Fukki: (解ける)

kabutujun (群がる)人・鳥・魚・蝿などが

群がる.

kabututSi kjun (群がってくる)

m 1 : sam i tl (目覚める)

フwe: s"i r'i (めしあげよ)

tubi: (もぐる)

mutSagI: (持ちあげる)

ja sumi (休む)

je : tl (やせる)

jatSIrItl (やつれる)

ha : gI sa (病気でやつれた様子)

jui (結う)

kama tSi j ui (頭髪をゅう)

juga : naj ui (ゆがむ)

ja:nu juga: nati (家がゆがむ)

Fum￥kaSi (酔う)体があたたまることから

「酔うJの意をあらわすようになった。

FumI kaSa :は「酔っぱらい」のこと。

古語の「ほてる・熱する・赤くなる」の意味

をあらわす「ほめく(火めく)Jに対応する

語であろう。沖縄では「気温が高くなってむ

す」ことや， r病気で熱を帯びること」にフ

し、う。

j udu mjun (よどむ・休む)

m i dzI nu j udumjun (水がよどむ)

Sigutu judumjun (仕事を休む)

wa : ju i (わかる)

jittSa wa: ta (よくわかった)

wa !" ';' r i j u n (忘れる)

watati (渡る)

?un watati (海を渡る)

語葉その 3.形容詞語嚢

nagasa (長い)

marusa (短い)

八重山のマルサンに通じるもの。沖唱では

ilintIasan を用いる。

Fukasa (深い)

? asasa (浅い)

ta : sa (高い)

cikusa (低い)

tu : sa (遠い)

tSikjasa (近い)

ci j us a (広い)

Fukasanとも。

?asasan とも。

パ be: sa (狭い)浦上では ?ibaSa という匂

FI : sa (大きい・太い) Fu: sa， xi: sa 

ともいう o Fu: ki (大木)

'injasa (小さい・細 b、)

tIつintSamIggwa (極小のもの)

;>injagI (細い木) ;> i n j a m'l: (細い目)

;>uro: Sa (細い)

;>uro:Ian ?ito (細し、糸) ;> uro : S an 

ミチュンという m 浦上では jukkurai (酔う) kI: (細い木)

とlr'lr、， Fomep は「あたたまる」ことに ;> arasan (組い)
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ml : nu ?arasan (網の目が荒い)

cijasan (平たい)

;> ubusa (重い)

garusa (軽い)

k?u rusa (黒い)

Iijusa (白い)

?a : sa (赤い)

k? i : sa (黄色い)

? au sa (青い・緑だ)

k?urasan (暗い)

kasa sa (濃u、) 苗を濃く植えすぎている様

子。

j ude : s a (晩い)

hajasa (早い)

? asa hajasa (朝が早い)

Fu : sa (多い)

tSつunu Fu: sa (人が多い)

j u : nu Fu: sa (湯が多い)

kanI nu Fu: ku najun (金が多くなる

・たまる) 1"お菓子」などの「多い」は，

gassagadlとし、う。

k jura mun (美人)

kjura me: rabi (美しい娘)

ha : g-i sa (みにくし、) 男女を問わずに用い

られる。

? amasa (甘い)

karasa (辛い)

SiFe: sa (塩辛い)

sI : sa (酸い)

nigjasa (苦い)

u busa (渋い) 1"しみる様態」にも用いる。

m 1 : n u s t bu s a (目がしみる)目が疲

れて少し痛くなっているような状態にいう.

m? asa (うまい)

nittSa (まずい)

Iibusa (かたい) 喝などがかたくて，歯で

かみ切れないような状壊にいう。石などのか

たさとは別のもの.

juwasa (ひもじい) jowasa， jo:Sa 

とも b、う。

juwasa ja: (ひもじいね)

juwaku na ti (ひもじくなって)

d3anasa (多い) 困るほど多い場合にいう。 j0 : S a duI i (飢僅の年)

コju nu d 3 a n a s a (魚が多い) ka t s 1 rI d3 in (飢え死に)

nikannu d3anasa na h (みかんがたく ka baI a (かぐわしい)

さん成っている) hananu ka baI a (花がかぐわしい)

?ikk j asa (少い) ku sas a (臭い)

tJワusa:n (強い) mIIikjarusa (まぶしい)

karadanu tf?usa: n (体が強い)

古くは， 1"体が強い」ことには dukusa: n 

であり， dukusa: n tI ?u (体の強い人)

のように用いていた。

wa : s a: (若い)

kjurasa (美しい)

kj urag in (美しい着物・外出用の晴着)
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mI 1 ikjarusanu ともし、う。 m1 :は「目」

のこと。 Sikjarusa の語幹は「光」と関

係があろう。

?itSasa (痛い)

kamatSinu ?itSasa (頭がu、たい)

minnu ?itIasa: (耳がし、たい)



「痛さ」をあらわす形容詞は， wおもろさ

うし』では次のように用いられている.

「ゑけり、ゃうらきや、こと〉、あんす‘い

ちゃけ、おもいJ( 14 -19 ) 

「うらよみちへ、きもちゃ、うらこやし、J(13 

207 ) 

「てやん、おなぢやらの、きもちゃ、おなぢ

やらのJ(10-25) 

「あわの、おやの、もすめ、きもちゃ、おや

の、もすめJ(14-6) 

「もりあり、た〉みきよ、きも、ちやさ、お

しなせ、なさいきよ J (9 -29 ) 

『混効験集』には

「おきもちゃベ(お肝ちゃベ)J rきもちゃ

さ(肝痛さ)J rしまちゃへ(島痛み)J 

などの例がある。

このように， rきもちゃさ」は内面的苦痛を

あらわすのが本義であるが，美称として「心

が苦しくなるほどいとしい」という意味に転

用されている。

これは，チムグリサン(肝苦しい)が内面的

な苦痛を表わしていたのだが，この苦痛をも

たらす対象の属性としての表現へと転用され

ていくことと同類の変化である。

同様の変化は，現代標準語の「見苦しいJ

「気の毒だJrみっともないJ( r見たくも

ない」の変化)にもみられるものである.

湯湾では，生理的な痛さの表現に用いられて

いるところに特色がある。

?a ts lsan (暑し、) 蒸すように暑い状態、を

あらわす。動詞は Fumikjun という。

「熱い」も "?atslsan とし、う。

戯曲には次の例がある o nukusan (暖かし、)

「思切れよわらベ、きもいちゃさあても、定 cigjusa (冷たい・寒b、) 体の部分で感じ

またる事の.にやよしまれめ J(孝行の巻) る「冷たいJと，体の全体で、感じる「寒い」

「あ、、恐しゃも知らぬ、みおんにゆけやベ

すが、責めさしゆる事の、御肝ちやさあら

ば…J (大川敵討)

現代語では

tSimu "? i tS asan (心が痛む・かわいそう

に思、う)

のように用いる。

現代沖縄の "?itSasan は「痛々しい・苦しい」

の意味もあるが， r惜しいJr愛情の情がは

なはだしい状態」をあらわすようになった。

?itSasa sun (痛さ為る)は「物惜しみ

する j意味になっている。

以上のように，沖縄の r"、ちゃ(痛)Jの用
法についての特徴は，内面的・精神的苦痛だ

けをあらわし，傷などの生理的痛みについて

は用いられないということである.

とを区別しない。

kunu mYdzi cigjusa (この水は冷た

kju: ja cigjusa (今日は寒い)

j anagi sa (きたない)

jugo : sa (かゆい)

jugo: sa: U kakjui (かゆくて掻<) 

dujassan (たやすい)

dujassan Sigutu (たやすい仕事)

kowasa: n Sigutu (難しい仕事)

kanaSa (かわいい)

kanaSa Sun (かわいがる)

kつimutJagIsa (かわいそう)

ho : ras1g1sa (ほこらしそう・楽しそう・

うれしそう) 愛きょうの良い様子。

ワ白可
/



nltaglsa (不愛想の様子)

?ataraIa (惜しい)

ku : tInasa (忙しい) ku :t enasa とも

いう c

FuI a (欲しい)

kantIasa (食べたい)
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